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信

諾
兄
（
一
月
三
十
日
）

一
昨
日
（
一
月
二
十
八
日
）
一
『

す
が
気
持
ち
の
よ
い
土
地
で
す
。

程
の
所
で
す
か
ら
想
像
下
さ
い
。

早
速
蓮
り
に
行
っ
て
見
ま
し
た
が
大
き
い
斜
而
が
な
い
の
で
物
足
り
な
く
思
ひ
ま
す
。
シ
ャ
ン
ツ
ェ
は
今
修
織
中
で
誰
も
練
習
を
し
て
居
な

い
。
柵
を
六
米
突
程
接
ぎ
足
し
た
上
め
シ
ャ
ン
ツ
ェ
を
少
し
後
の
方
へ
下
げ
た
所
、
結
果
が
よ
く
な
い
の
で
更
に
改
造
中
だ
と
の
事
で
す
。
醤

の
蕊
で
は
四
十
米
突
位
飛
べ
た
も
の
で
す
。
（
今
泉
氏
送
付
の
プ
ロ
フ
ィ
ル
参
照
）

ア
ン
ラ
ウ
フ
バ
ー
ン
は
大
部
分
木
蓮
の
柵
で
組
ん
で
あ
り
、
ア
ウ
ス
ラ
ウ
フ
は
一
度
平
ら
に
な
っ
て
か
ら
（
此
庭
二
十
米
突
位
）
漸
次
二
十

五
度
位
の
急
角
度
で
少
し
上
る
や
う
出
来
て
あ
る
。
積
雲
は
何
米
突
あ
る
か
知
ら
な
い
け
れ
ど
も
大
体
北
海
逝
避
と
愛
り
は
な
い
。
よ
く
篤
斌

で
北
欧
の
森
林
に
は
木
の
枝
が
折
れ
ん
斗
り
に
雲
の
蔵
つ
て
る
の
を
見
た
や
う
に
こ
上
も
そ
の
通
り
。
之
は
此
の
季
節
に
狸
い
風
が
少
な
い
た

め
で
あ
ら
う
と
想
像
さ
れ
ま
す
。
三
，
・
四
月
の
事
は
分
ら
な
い
け
れ
ど
も
．
今
迄
は
左
程
暴
風
が
な
か
っ
た
も
の
と
云
へ
る
ら
し
い
。
（
数
年

。

函
際
ス
キ
ー
聯
盟
曾
議
ご

塵
際
ス
キ
ｉ
選
手
権
大
曾
の
消
息

北
欧
第
一

ラ
ハ
テ
イ
（
冒
冨
此
の
胃
】
は
獅
乙
流
の
ｇ
に
職
ろ
）
に
着
き
ま
し
た
。
人
口
は
一
万
斗
り
の
小
さ
な
町
で

●

・
日
本
人
は
私
が
一
一
人
目
と
か
で
珍
ら
し
が
っ
て
居
り
．
ま
す
。
そ
の
上
新
聞
に
私
の
来
る
事
が
載
っ
た
と
云
ふ

原

凸T可

在
ノ
ー
ル
ゥ
ェ
ー
木

､
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前
樺
太
に
行
っ
た
時
本
ら
で
あ
る
べ
き
町
中
の
往
来
で
登
っ
た
り
下
っ
た
り
、
Ⅲ
地
を
歩
く
思
ひ
を
し
た
経
験
や
、
樺
太
の
山
が
冬
で
あ
り
乍

ら
ト
毒
松
、
エ
ゾ
松
に
雲
が
猿
っ
て
居
ら
ず
、
夏
の
森
林
の
や
う
に
黒
か
っ
た
事
淀
想
ひ
出
し
ま
し
た
。
此
の
風
が
な
い
と
云
ふ
想
像
は
大
体

あ
た
っ
て
居
る
が
，
湿
い
風
で
は
な
い
が
、
少
し
は
吹
く
。
け
れ
ど
も
丁
度
樹
氷
が
高
川
で
は
木
の
枝
、
蕊
乃
至
幹
に
こ
び
り
つ
く
や
う
な
工

合
で
仲
々
雲
が
落
ち
に
く
い
ら
し
い
。
）
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
レ
ー
ス
の
コ
ー
ス
・
を
兄
た
け
れ
ど
も
タ
ン
ネ
の
林
で
登
っ
た
り
下
っ
た
り
或
は
右
に

或
は
左
に
、
イ
ッ
モ
少
し
づ
上
愛
化
し
て
行
く
道
で
す
。
券
蘭
は
平
地
で
す
か
ら
登
り
と
云
っ
て
も
極
め
て
短
か
く
、
従
っ
て
下
り
も
長
く
は

な
い
。
コ
ー
ス
全
体
を
見
た
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
も
白
樺
の
小
さ
い
の
が
あ
っ
た
り
前
述
の
タ
ン
ネ
が
相
営
密
生
し
て
居
る
の
で
見
渡
し
の

い
上
所
な
ぞ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
タ
ン
ネ
も
大
木
は
余
り
な
く
日
本
な
ら
ば
一
一
一
十
年
位
の
エ
ゾ
松
位
の
が
コ
ー
ス
を
通
じ
て
至
る
所
に
あ
り
ま

す
。
コ
ー
ス
の
謹
表
は
ま
だ
で
は
あ
る
け
れ
き
も
今
ま
で
の
競
技
倉
に
使
ふ
コ
ー
ス
は
こ
ん
な
工
合
で
す
。
芥
鮒
に
は
初
め
て
の
ハ
ウ
ク
が
ど

う
云
ふ
風
に
走
る
か
興
味
あ
る
事
と
し
て
期
待
し
て
居
り
ま
す
。

二
月
三
日

Ⅶ
毒
心
α
茸

晶
▼

38ｏの
】

大
倉
出
場
の
選
手
と
し
て
瑞
典
が
も
う
来
て
居
り
ま
す
。
ジ
ャ
ム
バ
ー
は
新
造
の
シ
ャ
ン
ッ
千
一
を
飛
ん
で
練
智
を
し
初
め
ま
し
た
。
私
が
シ

ャ
ン
ツ
ェ
に
着
い
た
時
丁
度
飛
ん
だ
の
が
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
選
手
、
身
体
が
非
常
に
動
揺
し
て
手
を
つ
き
ま
し
た
ｏ
一
一
度
目
は
物
の
美
事
に
上
体

淀
幾
分
前
方
に
屈
し
た
姿
勢
で
手
を
大
き
く
振
っ
て
飛
び
一
一
一
十
四
米
突
程
の
所
に
下
り
ま
し
た
ｏ
此
の
人
に
は
気
の
毒
で
す
が
韓
が
つ
た
時
に

篤
艮
を
撮
し
て
仕
舞
ひ
ま
し
た
。
券
闘
の
選
手
で
は
弓
ｇ
ｇ
（
ヌ
ォ
テ
ィ
オ
）
氏
が
小
兵
（
五
尺
一
一
一
四
寸
）
で
す
が
よ
く
飛
び
ま
す
ｏ
上
体
を

屈
し
た
姿
勢
で
す
が
タ
ム
ス
の
や
う
に
上
体
が
旦
呉
直
に
行
か
な
い
で
、
幾
分
か
屈
ん
で
ネ
コ
ゼ
で
あ
る
と
自
分
で
悲
観
し
て
居
り
ま
し
た
。
ス

キ
ー
は
前
が
幾
分
開
き
ま
す
。
箸
陸
す
る
少
し
前
に
は
ス
キ
ー
の
テ
ー
ル
が
重
な
り
あ
っ
て
見
へ
ま
す
。
年
齢
僅
か
に
一
一
十
一
一
、
三
才
、
カ
ザ

リ
職
、
一
晩
吾
々
の
も
と
に
話
し
に
来
て
災
れ
ま
し
た
が
残
念
乍
ら
券
胸
語
よ
り
話
さ
ず
充
分
礎
間
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
十
時
に
は
必
ら

ず
催
る
事
に
し
て
る
と
云
っ
て
九
時
少
し
前
に
か
へ
り
ま
し
た
。
此
の
謎
の
競
走
川
ス
キ
ー
は
殆
ん
ど
全
部
券
閲
産
の
樺
で
、
ジ
ャ
ン
プ
川
ス

キ
ー
は
ヒ
ッ
コ
リ
（
子
供
用
に
は
矢
張
り
樺
材
）
を
使
っ
て
ま
す
。
競
走
用
の
は
二
米
突
四
○
乃
至
一
一
米
突
七
○
位
の
細
い
（
中
央
五
、
七
’

七
、
○
セ
ン
チ
、
尖
端
七
’
八
セ
ン
チ
、
尾
端
六
’
七
，
五
セ
ン
チ
位
）
も
の
で
す
。
（
附
言
、
南
方
諸
園
に
て
は
樺
を
照
ひ
ず
ア
ッ
シ
ご

句



大
食
は
小
ヨ
ノ
、
開
か
れ
ま
し
た
。
午
前
八
時
か
ら
龍
隙
の
射
撃
競
争
で
す
。
之
は
券
閲
内
の
も
の
で
す
が
参
考
の
た
め
か
き
ま
す
。
二
キ

ロ
の
コ
ー
ス
を
三
回
ま
は
っ
て
そ
の
各
々
の
閲
に
二
百
米
斗
り
離
れ
た
的
に
向
っ
て
五
溌
々
射
す
る
の
で
す
で
で
す
か
ら
全
部
で
六
キ
ロ
を
走

一

今
泉
兄
と
守

れ
る
と
云
ふ
。

あ
す
は
大
曾
第
一

居
る
事
で
あ
ら
う
。

日
が
朝
（
十
時
頃
）
で
零
下
十
度
。

午
前
十
一
時
か
ら
三
十
キ
ロ
の
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
レ
ー
ス
が
初
ま
り
ま
し
た
。
此
の
国
の
言
葉
と
ス
ウ
エ
デ
ン
語
で
説
明
し
た
や
う
で
し
た
。

（
タ
イ
ム
の
畿
表
も
二
幽
語
）
多
く
は
一
分
置
き
に
出
准
（
二
分
の
時
も
あ
っ
た
）
コ
ー
ス
は
十
五
キ
ロ
を
二
周
す
る
の
で
各
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

か
ら
遮
話
で
タ
イ
ム
を
報
告
す
る
度
に
券
耐
側
の
歓
醗
が
あ
が
っ
て
初
め
か
ら
芥
蘭
が
優
勢
で
し
た
。

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
は
十
サ
ン
チ
斗
り
の
新
ら
し
い
粉
雪
、
温
度
氷
黙
下
十
四
度
に
東
風
が
稽
遥
く
吹
い
て
見
物
し
て
る
僕
等
に
は
頗
る
寒
い

定
刻
よ
り
二
時
間
半
、
前
に
四
十
名
斗
り
の
兵
隊
が
赤
旗
を
も
っ
て
コ
ー
ス
を
作
り
に
出
か
け
た
。
こ
上
で
は
兵
陰
が
シ
ャ
ン
ツ
ェ
の
改
造
の

手
偲
ひ
か
ら
、
場
内
蕊
理
、
入
揚
者
の
受
付
を
し
て
居
り
ま
す
。
そ
れ
が
皆
ス
キ
ー
が
上
手
な
ん
だ
か
ら
極
く
好
都
合
に
蓮
ぶ
ら
し
い
。

溌
想
で
は
諾
威
の
国
の
脂
の
》
］
響
の
冒
冒
芥
蘭
の
昌
冨
》
冒
冒
↑
冨
営
目
兄
弟
、
罰
豊
ざ
、
智
胃
旨
呂
が
有
望
だ
と
云
ふ
話
だ
っ
た
け
れ
ど
結

果
は
表
の
通
り
券
蘭
の
全
勝
で
、
園
歌
吹
奏
裡
に
三
シ
の
券
爾
の
旗
が
優
勝
桂
に
上
っ
た
。
こ
の
時
は
観
衆
一
同
脱
帽
、
軍
人
は
畢
手
の
藤
。

昌
冒
は
寒
さ
の
た
め
よ
く
力
が
出
な
か
っ
た
と
も
云
ふ
し
、
五
十
キ
ロ
出
場
の
た
め
自
重
し
た
と
も
云
ふ
。
雨
国
侭
鴨
は
第
一
周
に
は
加
欝

っ
て
十
五
護
打
つ
わ
け
で
す
。

温
度
は
一
月
二
十
八
日
の
晩
が
零
下
二
十
除
度
で
、
そ
の
前
寂
は
今
年
の
ミ
ー
ー
マ
ム
で
零
下
三
十
五
度
、
少
し
あ
た
上
か
く
な
っ
て
二
月
一
一
３

二
月
四
日

コ
ン
グ
レ
ス
は
汽
車
に
て
四
時
間
計
り
の
ヘ
ル
ジ
ン
グ
フ
ォ
ー
ス
に
先
づ
開
か
れ
引
縦
き
大
倉
中
ラ
ハ
テ
ィ
に
あ
る
と
云
ふ
の
で
ワ
ザ
ノ
ー

娘
兄
と
ヘ
ル
ジ
ン
グ
フ
ォ
ー
ス
に
出
か
け
た
所
、
汽
船
が
氷
の
た
め
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
か
ら
オ
ボ
に
到
零
せ
ず
一
日
延
期
ラ
ハ
テ
イ
に
開
か

日
、
小
生
等
の
ホ
テ
ル
に
は
瑞
典
選
手
一
行
が
居
る
。
頗
る
静
か
ｃ
町
の
人
は
賭
で
も
し
て
色
々
の
想
像
を
達
し
く
し
て

邸

や
Ｕ
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五
秒
。

に
な
っ
た
率
を
後
で
知
っ
た
。

終
り
ま
で
之
で
苫
し
ん
だ
。

曾
識
は
ラ
ハ
テ
イ
の
議
事
堂
で
二
月
四
日
か
ら
六
日
ま
で
開
か
れ
た
。
初
日
に
出
席
し
て
兄
る
と
も
う
名
園
の
人
達
が
来
て
る
。
之
等
の
人

達
は
す
べ
て
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
か
ら
一
緒
で
皆
知
り
合
ひ
の
仲
で
あ
る
。
此
の
事
が
若
飛
で
あ
る
僕
に
と
っ
て
は
非
常
に
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ

に
な
っ
た
事
を
後
で
知
っ
た
。
色
々
の
人
達
に
挨
拶
は
し
た
が
三
十
人
か
ら
な
の
で
初
め
に
は
名
を
蝿
へ
る
つ
も
り
で
も
全
部
は
蝿
へ
ら
れ
ず

早
か
っ
た
け
れ
ど
も
二
周
の
終
り
に
は
四
、
五
人
に
抜
か
れ
て
美
事
に
破
れ
た
。

ス
タ
ー
ト
の
平
地
は
約
二
百
米
。
丁
度
谷
合
の
細
い
蓮
を
使
っ
た
も
の
で
直
に
上
り
と
な
り
森
の
中
に
這
入
る
。
此
の
前
見
な
か
っ
た
新
ら

し
い
コ
ー
ス
で
非
常
に
梁
ら
し
く
思
へ
た
。
タ
ン
ネ
が
生
へ
て
は
届
る
が
左
稚
密
生
し
て
な
い
の
で
見
通
し
は
付
か
な
い
迄
も
梁
に
走
れ
洲
に

見
へ
る
。
ゴ
ー
ル
は
ジ
ャ
ム
プ
用
ヒ
ル
を
下
っ
た
下
で
痛
快
な
直
滑
降
で
そ
こ
を
通
る
。
中
に
は
此
の
斜
面
を
尻
で
返
り
下
り
る
の
も
あ
っ
た

ラ
ド
ヴ
ィ
ァ
の
選
手
は
二
百
米
（
よ
く
分
ら
な
い
が
凡
そ
そ
の
位
）
で
引
き
か
へ
し
た
と
云
ふ
程
だ
っ
た
。
之
は
全
く
北
欧
の
ス
キ
ー
界
を

知
ら
な
か
っ
た
も
の
ら
し
い
。

標
高
差
（
全
コ
ー
ス
の
商
い
所
と
低
い
所
の
痛
さ
の
差
）
は
恐
ら
く
高
々
六
、
七
十
米
突
と
思
ふ
。
何
故
か
と
云
へ
ば
ジ
ャ
ム
プ
ヒ
ル
の
高

さ
が
五
十
七
米
（
平
地
γ
ウ
ス
ラ
ウ
フ
ま
で
）
で
そ
の
位
の
山
き
り
此
の
鑑
に
は
な
い
か
ら
想
像
出
来
る
。
そ
の
記
録
が
二
時
間
二
十
分
五
十

曾
揚
で
渡
さ
れ
た
も
の
は
手
提
皮
鞄
（
内
容
は
左
に
）
之
は
曾
議
に
必
要
な
記
録
、
協
議
事
項
そ
の
他
一
切
か
這
入
っ
て
あ
る
。
一
之
は
蒋
来

日
本
で
も
コ
ン
グ
レ
ス
叉
は
圃
際
ス
キ
ー
大
曾
愚
年
ど
の
図
て
も
開
く
事
が
出
来
ろ
。
ノ
ー
ル
ウ
ヱ
ー
の
代
表
に
あ
っ
て
ｎ
本
で
開
い
涙
場
合
、
選

手
を
塗
っ
て
炎
れ
ろ
や
う
穴
の
ん
だ
、
キ
ッ
ト
二
三
人
ば
来
て
災
れ
ろ
と
忠
ふ
〕
の
開
か
れ
る
時
の
参
考
の
た
め
内
癖
を
か
く
。
仲
々
気
の
利
い
た
も

の
だ
。 午

後
二
時
半
頃
競
技
は
ス
ッ
カ
リ
終
了
し
て
三
時
三
十
分
か
ら
此
の
町
の
ラ
ー
ト
ハ
ウ
ス
で
属
目
胃
』
〕
鳥
目
己
⑦
属
目
鳴
禽
、
が
開
か
れ
た
。

コ
ン
グ
レ
ス
の
事
は
極
く
簡
箪
に
か
く
。

尋

画
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ｑ

】
し
寧
言
ｏ
ｇ
ｇ
・
ロ
詞
の
①
旨
国
営
盲
屋
二
の

■

■

九
レ
タ
ー
ペ
ー
パ
ー
、
封
筒
若
干
（
員
冒
冒
昌
冒
邑
ｍ
屋
８
琶
鴨
の
暁
．
噂
．
聞
号
．
ご
扇
と
英
、
猫
、
桃
、
瑞
典
芥
語
に
て
書
く
）
。

判
参
加
徽
章
（
芥
蘭
の
紋
牽
を
入
れ
た
る
も
の
）

画
芽
雨
旗
（
金
属
製
に
て
胸
に
つ
け
る
も
の
、
七
質
様
の
も
の
に
て
白
地
に
青
の
十
字
即
ち
芥
簡
圃
族
を
蒜
く
）

先
づ
参
加
の
徽
章
を
つ
け
て
席
に
つ
く
。
席
上
に
は
所
脇
圃
の
国
旗
が
あ
る
。
勿
論
吾
々
の
机
に
は
日
牽
族
が
あ
っ
た
。
（
書
き
忘
れ
た
が

ラ
ー
ト
ハ
ウ
ス
の
前
に
も
参
加
諸
園
の
旗
が
立
て
上
あ
っ
た
。
）

六
ス
キ
ー
や
の
力
久
ロ
グ

ｖ
八化
券
蘭
ナ
イ
フ
一
本

’四
ス
キ
ー
の
本

Ｉ唖
藷
照
会
富
の
本

直
る
国
冒

ぱ
Ｐ
同
旨
宮

Ｉヨ
用
墾
二
帳
（
大
小
）

司
協
誌
事
項
、
書
類

二
外
馴
行
切
手
貼
付
風
景
ハ
ガ
キ
十
一
枚

内
涛

八
鉛
筆
二
本

マ
ッ
ペ
を
開
け
る
と
丙
営
睡
身
営
、
自
国
旨
《
ｏ
冒
目
（
固
門
．
ｍ
・
）
良
民
。
画
唱
の
幽
普
ｏ
昌
の
脇
舜
．
乞
鵠
と
金
文
字
で
入
れ
て
あ
る
。

局
旨
言
唇
房
Ｃ
賞
邑
卑
邑
胃
（
一
“

ご
ざ
旨
Ｃ
Ｑ
。
旨
。
宮
三
曾
昼
⑦

再
｝
届
ぬ
ｇ
］
の
己
○
餌
『
ｏ
閉
園
旨
涛

周
己
ユ
ニ
胃
匡
昌
一
胃
騨
、
宮
○
日
の
嬢
当

。
ｇ
晦
罵
患
］
］
『
○
埼
弓
旨
〕
〔
冒
停

戸

局
月
巨
］
察
自
国
⑦
．

掃
【
鐸
屋
舎
上
気
。
『
○
巳

ｍ
臣
ｇ
旨
○
口
淵
ロ
ー
］
吾
。

○
寅
些
の
色
胃
舎
“

旨
。
宮
三
ｇ
号
汽
昌
辰
一

二
○
口
司
島
周
旨
］
曽
昌

園
郵
鴨
○
局
国
営
旨
】
皇

宮
司
言
］
曽
三

？

に
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定
刻
午
後
三
時
半
に
開
魯
が
宣
せ
ら
れ
、
券
澗
の
代
表
博
曾
の
］
農
毎
氏
の
挨
拶
（
猫
、
桃
）
が
あ
り
．
聯
盟
の
プ
レ
シ
デ
ン
ト
で
あ
る
ホ
ル

ム
ク
ピ
ス
ト
氏
が
答
僻
（
瑞
典
、
猫
）
を
述
べ
各
地
よ
り
の
祇
電
を
朗
讃
。

次
ぎ
に
吾
々
の
曾
議
中
最
も
気
に
し
て
居
て
、
ま
た
興
味
を
も
っ
て
居
た
コ
ン
グ
レ
ス
中
に
使
用
す
る
圃
語
の
選
定
で
あ
っ
た
。
（
之
は
委

員
中
の
重
な
人
が
前
以
て
集
ま
っ
て
決
め
て
居
た
事
は
申
す
迄
も
な
い
）
濁
乙
語
が
用
語
と
な
っ
た
。
出
席
園
中
、
粉
、
塊
、
ス
イ
ス
の
如
き

ド
イ
ツ
語
を
刷
語
と
し
て
居
為
団
も
あ
る
し
（
特
に
英
、
米
の
代
表
者
の
な
か
っ
た
事
も
英
語
花
採
用
し
な
い
大
き
い
理
山
で
は
あ
る
ら
し
が
）

価
躍
に
獅
語
探
朋
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
プ
ロ
ト
コ
ル
は
噛
然
澗
乙
語
に
極
ま
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

次
ぎ
に
代
表
者
の
資
稲
を
審
査
し
た
が
之
も
各
々
の
所
属
囲
休
か
ら
の
推
薦
歌
で
事
な
く
潜
む
。
参
加
園
は
猫
、
ス
〃
・
ス
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、

ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
チ
ヱ
コ
、
オ
ー
ス
ト
リ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
伊
太
利
、
柳
、
券
闘
、
ル
ー
マ
ー
ー
ァ
、
日
本
の
十
二
ケ
図
。

カ
ナ
父
と
日
本
の
ス
キ
ー
聯
盟
の
入
曾
を
承
認
す
る
か
否
か
を
は
か
っ
て
異
議
な
く
可
決
。
搭
闘
の
代
表
が
起
立
し
て
尋
邑
冒
旨
日
目
の

御
僻
議
を
し
た
。
僕
は
指
名
さ
れ
て
一
言
云
っ
た
。

加
入
閲
体
で
曾
蟹
未
納
の
三
ヶ
閲
体
は
偏
替
相
場
が
非
常
に
悪
い
と
云
ふ
の
で
桃
の
ゴ
ル
ド
フ
ラ
ン
で
な
く
パ
ピ
ァ
フ
ラ
ン
で
仕
挑
は
せ
る

事
に
可
決
Ｕ
之
な
ぞ
は
小
さ
い
園
が
か
な
り
多
く
加
は
っ
て
居
る
の
で
賛
否
を
問
ふ
と
仲
々
小
圃
の
方
に
部
が
い
上
。

晩
に
は
芽
闘
ス
キ
ー
聯
盟
の
招
待
、
儀
式
張
っ
た
も
の
で
吾
々
一
貧
書
生
に
は
か
う
云
ふ
も
の
は
大
愛
困
っ
た
。

第
二
日
は
午
前
九
時
に
複
合
競
技
の
十
五
キ
ロ
が
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
は
別
表
参
照
。

ス
キ
ー
の
王
様
で
あ
る
ハ
ウ
ク
が
二
番
に
な
っ
て
，
ジ
ャ
ム
プ
の
マ
イ
ス
タ
ー
。
タ
ム
ス
が
十
三
番
で
あ
っ
た
。
此
の
日
は
コ
ー
ス
は
前
日

と
大
差
な
い
ら
し
く
、
唯
だ
前
日
は
二
回
、
此
の
日
は
一
回
走
っ
た
や
う
で
あ
る
。
前
日
の
寒
さ
に
昌
冒
そ
の
他
芥
爾
の
選
手
さ
へ
思
は
し

く
な
か
っ
た
典
た
め
、
此
の
日
は
皆
鈴
程
厚
着
を
し
て
走
っ
た
。
此
の
日
か
ら
は
毎
日
氷
靴
下
廿
除
度
に
下
っ
た
。
芥
蘭
に
も
稀
れ
な
寒
い
年

で
あ
る
・
田
。
そ
の
位
に
寒
さ
が
弧
§
天
鼠
だ
け
は
絶
好
で
も
除
程
選
手
は
困
っ
た
ら
し
い
。
走
っ
た
後
の
選
手
の
頭
髪
は
霜
の
や
う
に
ツ
ラ
ラ

を
下
げ
て
居
た
。

一
言
月
五
日

１k

。
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同
氏
が
永
い
間
延
孤
鼠
に
つ
く
し
た
功
鍔
を
プ
レ
シ
デ
ン
ト
が
蝋
揚
し
、
名
代

表
が
立
っ
て
之
に
和
し
た
。
）

は
百
フ
ラ
と
そ
の
外
競
技
規
則
を
初
か
ら
終
り
ま
で
読
ん
で
改
正
す
る

箇
所
は
改
正
し
た
。
競
技
規
約
に
シ
ル
シ
を
つ
け
て
あ
っ
て
記
憶
し
て
届
な
い
か
ら
書
け
な
い
。
プ
レ
シ
デ
ン
ト
以
下
の
役
員
を
選
染
し
て
次

ぎ
の
人
達
が
鴬
選
。
（
ノ
ル
デ
ン
ソ
ン
氏
は
賑
退
し
ま
し
た
。
同
氏
が
永
い
間
逸
孤
鼠
に
つ
く
し
た
功
孫
を
》
ノ
レ
シ
デ
ン
ト
が
畷
陽
し
、
得
砧

二
月
六
日

午
前
九
時
か
ら
己
冒
］
ｇ
ぽ
韓
湾
が
あ
っ
た
の
で
見
た
か
っ
た
け
れ
ど

も
圃
際
の
も
の
で
な
い
か
ら
、
コ
ン
グ
レ
ス
溌
此
の
時
間
か
ら
開
催
。
俗

画
ス
キ
ー
閲
鴨
の
年
々
に
納
め
る
年
金
を
決
定
歪
日
本
、
ア
メ
リ
カ
、

カ
ナ
ダ
、
ド
イ
ツ
、
ス
ウ
ヱ
デ
ン
、
ノ
ル
ウ
ヱ
ー
、
ス
イ
ス
は
年
額
三
百

》
コ
ル
ド
フ
ラ
ン
、
２
チ
ヱ
コ
、
換
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
伊
太
利
、
桃
、
券
蘭

は
二
百
五
十
フ
ラ
ン
、
ａ
ル
ー
マ
ー
ー
ァ
轍
ユ
ゴ
ス
エ
ピ
ア
、
ウ
ン
ガ
ー
ル

第
一
一
日
の
コ
ン
グ
レ
ス
は
午
後
三
時
開
曾
、
此
の
日
の
重
要
な
決
議
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
一
九
二
八
年
）
に
参
加
狭
定
ｏ
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
７

に
は
ジ
ャ
ム
ブ
、
長
距
離
、
被
合
競
技
の
み
。
（
開
催
地
は
投
票
の
結
果
ス
イ
ス
に
決
定
。
）

複合競技第二位

EmlorleifE[aug

複合競技第一位

j｢、Gr6ttunlSbraate11

詞
畑

国
。
冒
管
厚
（
築
涙
）

言
号
胃
（
柔
岩
）

〕
肖
鍾
画
】
一
再
○
旨
（
鎚
華
』
戸
）

厚
暑
（
麓
）

旨
冒
呂
の
（
事
）

罰
男
寧
（
画
｝
）

博
一
●
篇
盲
目
（
戦
）

画
○
ご
岸
○
割
、
］
穴
芦

、
＆
貝
の
言
昌

声

3８５－

口

嵩
置
昌
胃

割
『
○
曙
塾
言
○
厘
邑
曾
．

昇
引
粋
○
の
、
、

唾
の
岸
冨
霊
尾
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Ｘ０.HeggG（Ny）

参加者２８名

「
一

15kｍ．（祢合競技）２６．２．５． 9a.p・開始

Ｉ序分

１２０

１２８

１２７

１２９

１２９

１２９

１３０

s｡、４名

ジヤムプ成績（複合競捗１

秒出謹番披
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EimrLandvik（Ny.）
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moivo蚕ykiinell（]E,｡.）

皿
Ｖ
Ⅵ
Ⅶ
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roivoNykiinGu（]E,..）１６．５８３
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○
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ひ

Ｐ
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年
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０
｛
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０
０
｛
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０
１
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『
０
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．
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０
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時 分秒出溌順位
４１８１８ （25）

４２６４３ （９）

生２６４７ （19）

４２７５０ （26）

生２９５５ （14）

４８００６ （３）

生３０“ （４）

４８９５０ （84）

４基１４ （７）

坐４５１５ （30）

４４９３２ （12）

Ｎｙ・生名Ｓｄ、６名Deutscl１．１名Lrsk、４名

MatLiRaiVio（Ed.）
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ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
に
着
い
て
ｌ

（
南
欧
と
北
欧
の
ス
キ
ー
界
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
の
北
方
競
技
大
倉
〕

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ス
キ
ー
界
を
地
理
的
に
分
け
る
と
南
北
の
二
つ
に
分
れ
る
。
ス
ボ
ー
ト
と
し
て
の
ス
キ
ー
の
溌
群
地
は
諾
威
で
あ
る
が
近
年

に
至
っ
て
悲
し
く
ス
イ
ス
を
中
心
と
し
て
中
央
並
に
南
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ス
キ
ー
界
が
急
速
の
進
歩
を
遂
げ
た
と
云
へ
や
う
。
そ
こ
で
大
船
に
於

て
温
度
（
従
っ
て
雲
猛
）
に
於
て
両
者
に
差
が
あ
る
上
に
ス
キ
ー
地
と
し
て
、
南
方
に
は
ア
ル
プ
ス
の
大
き
い
山
撤
が
あ
る
に
比
し
て
、
北
方

（
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ビ
ヤ
）
で
は
平
地
が
多
く
高
山
と
穂
す
べ
き
山
が
皆
無
で
あ
る
。
そ
の
北
欧
で
進
歩
す
る
ス
キ
ー
は
長
距
離
競
走
（
特
に
券

簡
の
如
き
は
陸
上
競
技
念
に
於
て
も
濁
歩
の
地
位
を
占
め
、
先
天
的
に
長
距
離
に
弧
く
出
来
て
居
る
と
思
へ
る
園
が
あ
る
）
と
ジ
ャ
ム
プ
と
で

あ
る
。
大
き
い
斜
而
を
享
架
し
乍
ら
下
る
と
云
ふ
や
う
な
所
が
な
い
の
で
あ
る
。
子
供
は
ス
キ
ー
を
は
け
ば
小
さ
い
シ
ャ
ン
ッ
ヱ
で
飛
ん
で
居

る
ｏ
若
陸
の
バ
ー
ン
を
丁
寧
に
踏
み
固
め
用
意
が
出
来
る
と
、
。
］
言
・
旨
（
罵
導
国
胃
）
と
ド
ナ
ッ
て
愉
快
棚
に
遊
ん
で
居
る
。
之
等
の
券
蘭

の
可
愛
い
上
子
供
の
中
に
は
や
が
て
は
惟
界
の
マ
イ
ス
タ
ー
に
な
る
も
の
も
あ
ら
う
。
女
で
も
淡
い
平
地
を
ド
ラ
イ
シ
ュ
リ
ッ
ト
で
根
気
よ
く

船
で
も
漕
ぐ
や
う
に
走
っ
て
居
る
。
そ
れ
が
如
何
に
も
梁
し
棚
で
ハ
タ
か
ら
見
て
も
気
持
ち
が
い
よ
。
兎
に
角
子
供
の
毎
日
の
生
活
に
必
ら
ず

ス
キ
ー
が
あ
る
の
で
あ
る
。

北
欧
第
二
信

此
の
北
欧
で
は
，
テ
レ
マ
ー
ク
も
ク
リ
ス
チ
ー
ー
ァ
も
ま
あ
な
い
と
云
っ
て
差
支
へ
な
い
と
思
ふ
。
よ
く
吾
々
の
話
す
こ
と
が
あ
る
が
、
吾
炎

が
下
駄
の
ハ
キ
カ
を
考
へ
た
り
、
下
駄
を
は
い
て
の
歩
き
方
の
而
倒
な
理
屈
を
論
じ
、
方
式
通
り
に
歩
く
と
云
ふ
や
う
な
事
の
な
い
の
と
同
じ

で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
ん
な
名
を
知
ら
な
い
で
も
出
来
る
の
で
あ
る
。
自
由
に
下
駄
を
ハ
ヶ
る
も
の
に
と
っ
て
は
理
屈
や
名
砺
は
要
ら
な
い
。

ス
キ
ー
の
班
屈
は
南
獣
か
ら
多
く
産
れ
た
も
の
と
琴
へ
て
も
よ
く
は
な
い
か
し
ら
。

南
欧
で
も
ス
キ
ー
技
の
全
般
に
亘
っ
て
進
歩
し
て
は
届
る
が
、
此
の
理
屈
ぽ
い
所
と
．
ス
キ
ー
に
よ
っ
て
川
を
楽
し
み
、
叉
は
冬
の
山
に
し

向

ｒＴ
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英
猫
の
人
達
は
特
に
さ
う
で
は
あ
る
ま
い
か
。
日
本
も
幾
ら
か
此
の
種
の
傾
向
が
多
い
と
云
ふ
の
は
地
勢
の
然

領
を
得
て
居
る
。

南
の
人
達
が
従
来
は
長
距
離
競
走
を
嫌
っ
た
の
は
長
距
離
競
走
に
弱
い
事
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
多
く
は
理
屈
と
山
を
楽
し
み
と
云
ふ

心
持
ち
が
手
徳
つ
て
る
も
の
と
老
へ
ら
れ
る
。
南
北
の
ス
キ
ー
界
の
差
溌
此
所
で
狸
い
て
明
ら
か
に
す
る
つ
も
り
で
は
あ
る
が
、
ラ
ハ
テ
ィ
の

競
技
倉
、
コ
ン
グ
レ
ス
及
び
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
の
大
含
を
見
て
気
の
つ
い
た
事
を
南
北
の
比
較
を
し
乍
ら
紹
介
を
し
た
い
と
思
ふ
。

た
し
む
と
云
ふ
風
が
兄
へ
る
。
英
渦
の
人
選

ら
し
む
る
所
で
大
い
に
強
す
べ
き
と
忠
ふ
。

長
距
離
競
走
は
券
蘭
の
猫
占
と
な
っ
た
と
考
へ
て
も
差
支
へ
あ
る
ま
い
。
ラ
ハ
テ
ィ
の
成
績
，
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
の
三
十
キ
ロ
、
六
十
キ
ロ

に
於
て
一
二
等
は
殆
ん
ど
全
部
券
閲
の
も
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
ホ
ル
メ
ン
コ
ル
ン
で
も
同
様
良
い
成
祇
を
か
ち
う
る
で
あ
ら
ぅ
と
思
ふ
。
（
ス

ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
に
は
券
蘭
の
二
流
が
出
場
し
、
ホ
ル
メ
ン
コ
ル
ン
に
は
一
流
が
来
る
。
）

一
方
諾
威
は
複
合
競
技
の
十
五
キ
ロ
で
券
蘭
で
も
ま
た
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
も
、
厭
倒
的
勝
利
鞍
得
て
居
る
。
之
は
諾
威
が
複
合
競
技
は
特

に
力
を
入
れ
て
居
る
事
か
ら
一
流
の
選
手
は
皆
之
に
出
て
居
る
悪
で
解
ら
う
。
タ
ム
ス
は
十
五
キ
ロ
で
早
く
は
な
い
が
そ
れ
で
も
中
以
上
の
成

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ス
キ
ー
競
技
に
は
長
距
離
を
入
れ
る
事
を
賛
成
し
な
か
っ
た
図
は
何
虚
で
あ
る
か
と
云
ふ
と
、
不
思
議
に
も
諾
威
で
あ
っ

た
。
今
ま
で
長
距
離
に
狸
か
つ
犬
此
の
諾
威
が
何
故
之
を
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
入
れ
る
事
を
肯
定
し
な
か
っ
た
か
。
そ
れ
は
複
合
競
技
と
ジ
ャ
ム

プ
に
力
を
入
れ
て
居
る
事
で
分
ら
う
。
長
距
離
の
中
心
は
移
り
つ
ょ
あ
る
と
垂
員
は
ヒ
ソ
か
に
思
ふ
。

虎
で
ス
キ
ー
界
の
重
大
な
出
来
事
を
此
鹿
で
少
し
述
べ
や
う
。
そ
れ
は
一
九
二
八
年
の
ウ
ィ
ン
タ
ー
オ
リ
ン
ピ
ァ
ー
デ
に
北
欧
三
ヶ
画
が
選

手
を
途
ら
な
い
と
云
ふ
事
だ
。
そ
れ
は
ス
イ
ス
に
ウ
ィ
ン
タ
ー
オ
リ
ン
ピ
ァ
ー
デ
を
持
っ
て
行
く
率
が
北
厭
の
ス
キ
ー
装
鮮
地
の
人
に
は
承
知

出
来
か
ね
る
ら
し
い
。
何
故
反
勤
か
芭
云
ふ
に
シ
ャ
モ
ニ
ー
の
次
ぎ
に
は
諾
威
に
オ
リ
ン
ピ
ァ
ー
デ
を
も
っ
て
行
く
案
が
ま
と
ま
り
か
け
て
居

た
か
ら
と
も
考
へ
ら
れ
る
。
此
の
北
賦
の
三
ヶ
図
の
選
手
の
な
い
国
際
ス
キ
ー
競
技
は
吾
々
に
と
っ
て
は
ど
う
し
て
も
物
足
ら
な
い
。
伺
う
考

へ
て
も
之
は
謹
憾
の
極
み
だ
。
そ
の
イ
キ
サ
ッ
を
僕
は
詳
し
く
か
か
う
と
忠
は
な
い
。
僕
が
述
べ
た
理
由
は
北
欧
の
人
達
に
と
っ
て
失
職
な
い

己

ぽ
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ジ
ャ
ム
プ
（
並
に
複
合
競
技
）
で
絶
封
の
位
置
を
保
っ
て
居
る
の
は
諾
威
で
あ
る
。
何
し
ろ
タ
ム
ス
が
失
敗
す
れ
ば
誰
か
し
ら
が
代
り
に
な

る
。
叉
複
合
競
技
で
「
王
様
」
と
稲
せ
ら
れ
る
ハ
ゥ
ク
が
種
は
な
け
れ
ば
第
二
、
第
三
の
ハ
ウ
ク
が
居
る
。
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
の
へ
ツ
ゲ
の
如

き
は
初
日
に
別
キ
ロ
を
走
り
翌
日
複
合
競
技
の
十
五
キ
ロ
に
一
等
と
な
り
、
次
ぎ
の
日
に
得
意
で
な
い
ジ
ャ
ム
プ
も
美
事
に
や
っ
て
の
け
て
第

一
位
と
な
っ
た
。
・
何
と
云
っ
て
も
多
士
漕
々
で
あ
る
。
遜
乙
、
カ
ナ
ダ
そ
の
他
の
選
手
も
出
場
し
た
が
目
立
つ
程
の
人
は
一
人
も
な
い
。
何
し

ろ
ジ
ャ
ム
プ
で
は
北
厭
殊
に
諾
威
に
最
も
多
く
よ
い
選
手
が
居
る
と
考
へ
る
。
之
に
亜
い
で
は
券
繭
、
此
の
券
蘭
は
数
年
を
出
で
ず
し
て
ジ
ャ

ム
プ
の
蒲
椎
を
握
る
事
に
自
信
を
躯
く
持
っ
て
居
る
か
ら
頼
母
し
い
。
（
山
と
ス
キ
ー
、
第
二
年
、
比
企
氏
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
ス
キ
ー
参
照
）

序
の
事
に
一
言
附
加
へ
た
い
。
タ
ム
ス
は
す
で
に
第
一
人
者
に
非
す
と
云
ふ
。
ア
ム
ン
ゼ
ン
が
既
に
タ
ム
ス
以
上
に
な
っ
た
と
云
ふ
。
然
し

私
に
は
さ
う
は
思
へ
な
い
。
矢
張
り
タ
ム
ス
は
横
綱
格
だ
と
思
ふ
。
と
云
ふ
事
は
私
の
見
る
所
で
は
一
度
鱒
が
る
事
が
除
り
に
黙
敷
に
影
響
し

す
ぎ
る
か
ら
か
く
の
如
き
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
の
惨
敗
を
タ
ム
ス
は
経
験
し
た
も
の
と
思
ふ
。
（
タ
ム
ス
は
最
長
不
倒
距
離
の
カ
ッ
プ
を
も
ら
っ

た
。
）
だ
か
ら
と
云
っ
て
私
は
黙
数
で
一
等
を
定
め
る
事
に
は
異
存
な
い
が
一
ど
ん
な
災
難
で
一
回
鱒
が
る
事
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
か
ら
、
最
長

不
倒
距
離
（
叉
は
唯
だ
－
回
の
最
高
鮎
）
の
入
は
特
別
の
賞
を
典
へ
る
事
が
至
富
と
思
ふ
。
タ
ム
ス
は
（
二
十
七
才
と
聞
く
）
或
は
も
う
下
り

坂
に
な
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
然
し
ま
だ
精
気
溌
測
た
る
所
で
あ
る
。
私
は
ホ
ル
メ
ン
コ
ル
ン
に
タ
ム
ス
の
健
闘
を
望
ん
で
止
ま
な
い
。

次
ぎ
に
ハ
ウ
ク
葡
私
は
ハ
ウ
ク
の
容
貌
を
見
て
精
樟
な
人
と
な
り
と
察
知
し
た
が
、
十
五
キ
ロ
で
は
非
常
に
力
一
杯
を
出
し
て
居
る
や
う
に

上
方
で
、
寧
ろ
ス
キ
ー
の
解
綴
を
異
に
し
た
南
と
北
が
一
九
一
一
八
年
に
だ
け
一
緒
に
ス
キ
ー
競
技
彰
や
ら
な
い
と
云
ふ
の
か
至
営
で
あ
ら
う
。

吾
々
も
一
九
二
八
年
の
ウ
ィ
ン
タ
ー
オ
リ
ン
ピ
ァ
ー
デ
並
に
第
十
回
の
ス
キ
ー
コ
ン
グ
レ
ス
を
諾
威
に
も
っ
て
行
か
な
い
事
は
残
念
だ
と
思
っ

て
居
る
け
れ
ど
も
券
爾
に
第
九
回
の
コ
ン
グ
レ
ス
と
刷
際
大
競
技
倉
か
開
か
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
南
方
に
小
な
り
と
は
云
へ
ス
キ
ー
図
が
、

津
山
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
夫
等
の
幽
々
に
も
便
利
な
土
地
で
開
催
す
る
の
も
あ
な
が
ち
悪
く
は
あ
る
ま
い
と
思
ふ
。

（
諾
威
で
ワ
イ
ン
虫
－
オ
リ
ン
ピ
ァ
ー
デ
が
行
ば
れ
る
と
す
れ
ば
、
閲
浦
に
事
が
細
る
と
す
れ
ば
さ
う
し
て
ま
で
も
一
一
一
図
の
ス
キ
ー
選
手
の
出
場
を
望
む
で

居
る
が
、
事
の
決
定
し
能
あ
と
で
は
止
む
泌
得
な
い
Ｏ
）

己
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乞
呂
補
四
コ
。
ｌ
崖
画
謡
需

（
註
同
氏
は
三
十
二
才
言
か
で
あ
る
ｏ
）

此
所
ま
で
か
い
て
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
の
記
錐
を
載
せ
な
い
と
今
ま
で
か
い
た
事
が
解
り
憎
い
で
あ
ら
う
と
思
っ
て
記
録
だ
け
を
城
せ
や
ぅ
。

昨
胸
腫
脹
（
嵩
恥
藻
寓
）

冒旨言貢ぎ＝胃閏
■

○
］
胃
．
国
の
脂
の
（
圏
『
．
）

吟
呂
自
曾
詳
言
ｇ
省
韓
農
曾
（
園
『
．
）

国
胃
角
屋
○
冨
旨
（
感
『
．
）

○
詳
○
陸
騨
胃
目
（
弓
『
．
）

Ｂ
］
〕
胃
］
の
席
画
閏
侭
（
以
割
●
）

圃
冒
胃
圃
自
今
働
斥
（
園
）
訓
．
）

自
昌
旨
昌
昌
巨
、
（
国
笥
．
）

圃
騨
男
。
園
ｇ
画
。
（
吋
邑
．
）

、
蒔
○
９
台
ｏ
』
日
Ｓ
ｚ
日
昏
の
旨
Ｑ
閏
月
．

思
へ
た
が
、
ジ
ャ
ム
プ
で
は
資
に
勢
が
足
り
な
い
や
う
に
思
へ
て
な
ら
な
い
。
ラ
ハ
テ
ィ
で
も
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
も
距
離
に
於
て
末
迄
飛
ば

ず
，
力
に
充
ち
た
飛
び
方
を
し
な
い
。
「
ハ
ウ
ク
は
も
う
や
が
て
オ
ー
ル
ド
ポ
ー
イ
の
組
に
這
入
る
人
だ
」
さ
う
思
っ
て
「
ス
キ
ー
の
王
様
」

に
封
し
て
は
失
職
な
云
分
で
は
あ
っ
た
け
れ
ど
新
進
の
活
憾
に
は
な
ん
と
云
っ
て
も
一
歩
を
ゆ
づ
ろ
時
期
の
来
た
の
を
病
ま
し
く
思
っ
た
。

&凸

一
一
鍬
勘
ｆ

〕
串
』
つ
］
、

】
岸
（
）

拝
］
つ

得
得
“

梓
畔
『

』
］
の

ヅ

曽

函
岸

函
司

浮
、

哩
串

隼
＠

つ
の

得
。

煙
の
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得細

18.437

17.719

17.094

17.000
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｡
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ＩＯ１ａＶＨｅｇｇｅ（Ｎｙ,）

ⅡJbhanGr枇tumSbIaarGn（Ny,）

Ⅲ恥oileifHang（Ny.）

複合競技結果

ＩＯｋＷＨｅｇｇｅ（Ny.）

ⅡJoha,lGr5ttumSbraaten（Ｒｙ.）

、mnlorleif]ﾖ[ang（Ｎｙ.）

IvEinarLandvik（Ny.）

ＶＩ［IloiVo蕊y嘘,,eｎ（Fd,）

ＶｉＩ］ＰａａｖｏＮ｢uotio（Fd.）

日氏

、
⑦
、

時 分秒
５１２１２

５２４３２

５２４３４

５２６２７

５２９４２

工罷aunoL”palainCn（Ⅱ｡.）

Ⅱｓ､UttoIst必、（sd.）

ⅢErkkiKiim“illen（Sd.）

ＩＶＯｋｗＨｅｇｇｅ（Ｎｙ.）

ＶＪ・Wikstr6m（Sd.）

３０ｋ.ｍ，

ＩＶｅｌｉＳ皿rinen（Fd.） ２２２５５



飛
ぶ
の
を
見
て
る
と
サ
ッ
シ
の
時
手
を
ウ
シ
ロ
に
引
く
人
が
大
部
分
で
、
ハ
ウ
ク
は
僅
か
足
部
に
手
を
平
行
す
る
位
ま
で
、
タ
ム
ス
は
殆
ん

ど
ウ
シ
ロ
に
引
か
な
い
。
ジ
ャ
ム
プ
を
美
し
く
、
叉
力
睡
く
見
せ
て
呉
れ
た
人
の
動
作
を
見
る
に
、
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
斐
勢
に
移
る
や
上
少
し

前
に
身
髄
が
田
来
る
だ
け
延
び
て
足
部
が
や
上
後
方
に
突
き
出
さ
れ
る
か
の
や
う
に
一
直
線
に
な
っ
て
力
が
全
身
に
溢
れ
る
や
う
に
兇
へ
た
。

よ
く
記
惟
に
な
い
が
ア
ム
ン
ゼ
ン
は
此
の
や
う
な
動
作
（
ワ
ザ
ノ
Ｉ
す
る
の
で
は
あ
る
ま
い
が
）
を
し
て
居
た
や
う
に
忍
ふ
。
同
氏
は
丁
度
タ

事
は
申
す
ま
で
も
な
い
ｏ
）

北
方
競
技
曾
の
ジ
ャ
ム
プ
は
二
月
十
四
日
の
午
後
一
時
半
か
ら
始
ま
り
、
複
合
の
入
も
ジ
ャ
ム
プ
だ
け
の
人
も
混
っ
て
飛
ん
だ
。
試
技
は
一
一

回
、
複
合
と
ジ
ャ
ム
ブ
に
出
る
人
は
四
回
に
な
る
。
（
註
、
ホ
ル
メ
ン
コ
ル
ン
で
は
人
数
が
多
い
の
で
二
回
以
上
飛
ば
せ
ら
れ
な
い
。
国
際
の

、
、
、
、
、

規
則
で
は
少
な
く
と
も
二
同
と
あ
る
か
ら
一
日
に
は
出
来
な
い
が
、
決
し
て
一
一
一
回
飛
ん
で
そ
の
中
の
よ
い
一
一
回
だ
け
の
平
均
を
以
て
探
黙
を
す

る
事
は
な
い
と
は
オ
ル
セ
ン
氏
の
答
へ
、
オ
ル
セ
ン
氏
は
ノ
ル
ウ
ヱ
ー
の
規
則
を
作
っ
た
人
の
一
人
、
そ
れ
に
祷
っ
て
剛
隙
の
規
則
が
出
来
た

bＯｂｇｌ

鞠
ざ
ト
ｕ
・
錨
酎
等
滞

Ｈ
固
忌
旨
晦
跨
冒
ロ
ロ
号
目
（
昌
胃
．
）

宮
園
建
、
固
言
色
（
ぬ
色
．
）

善
自
声
．
国
自
侭
（
弓
》
利
．
）

ｎ
ｓ
園
○
樟
昏
の
旨
の
畠
。
卜
凱
い
Ｓ
寓
際
令
画
翁
汽

Ｓ
溌
瀧
刷
載
冥
蒼
汁
蕪
圃
叫
ｏ
（
剛
罵
田
）

国＝
～

ｰ

旨
胃
巨
ぽ
宮
宅
宅
巴
鐸
旨
の
戸
（
局
角
・
）

怪
．
房
昌
の
］
鍋
。
属
（
ｍ
色
・
）

『
・
車
＆
冒
巨
号
愚
鼻
目
（
曙
『
．
）

～

蝶
。
。
唇
。
］
９
１
ｍ
謡
毒
向
い
が
が
畔
Ｓ
ｄ
吟
。
蝋
弐
か
乳
溌
勲
寓
割
当
ぐ
Ⅷ
ｙ
詞

圃
旨
胃
博
自
身
房
（
国
『
．
）

づ
『
・
砲
。
厚
の
厨
一
〕
眉
（
ｍ
ユ
・
）

○
洋
○
陸
ｇ
ｍ
ｇ
（
璃
割
．
）

bＳ

閏
月
『

『
Ｈ

画
、

四
ｍ

ｍ
、

由ﾜ

函
得

函
ら

つ
。
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Ｆ
師

印

（
大
正
十
五
年
二
月
十
六
日
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
に
て
）

]９397

ム
ス
の
前
に
同
じ
ノ
ル
ウ
ヱ
ー
の
服
装
で
飛
ぶ
の
で
大
菱
似
て
居
る
の
で
タ
ム
ス
が
飛
ん
だ
と
思
っ
て
居
る
と
次
ぎ
が
本
物
だ
っ
た
り
し
た
。

ス
キ
ー
は
や
く
一
不
そ
ろ
ひ
。
諾
威
の
ジ
ャ
ム
バ
ー
は
手
を
ユ
ル
ノ
ー
と
振
っ
て
三
側
位
で
お
ち
る
が
（
タ
ム
ス
も
然
り
）
券
蘭
の
ジ
ャ
ム
バ
ー

に
は
ず
い
分
早
ぐ
振
る
の
が
居
る
。

此
所
の
シ
ャ
ン
ツ
ェ
は
テ
ッ
ペ
ン
か
ら
見
下
し
て
見
て
も
少
し
も
怖
く
な
い
。
初
め
は
極
め
て
綾
か
で
、
突
然
急
に
な
り
ま
た
徐
々
に
緩
や

か
と
な
っ
て
シ
ャ
ン
ッ
ヱ
に
来
る
。
僕
等
に
も
之
な
ら
飛
ん
で
も
恐
怖
を
少
し
も
持
た
な
い
で
す
む
と
思
っ
た
。
シ
ャ
ン
ッ
ヱ
の
高
さ
は
二
米

未
満
で
あ
る
ら
し
い
。
最
長
不
例
距
離
は
三
十
八
米
で
左
程
大
き
い
も
の
で
な
い
。
ア
ウ
ス
ラ
ウ
フ
が
充
分
な
の
は
気
持
ち
が
い
Ａ
Ｃ

営
日
は
ク
ロ
ン
プ
リ
ン
ス
の
聖
臨
も
あ
っ
て
感
大
で
あ
っ
た
。
晴
天
で
温
度
は
零
下
五
’
六
度
（
町
の
温
度
が
五
度
）
で
あ
っ
た
。
風
も
な

い
絶
好
の
日
和
で
名
園
を
旗
も
た
れ
て
藤
か
な
か
っ
た
。
日
本
の
も
そ
の
中
一
つ
あ
っ
た
。

ホ
ル
メ
ン
コ
ル
ン
の
大
倉
、
之
で
誰
が
今
年
の
第
一
人
者
の
名
を
得
る
か
定
ま
る
。
そ
れ
は
此
の
次
ぎ
の
通
信
ま
で
御
ま
ち
を
乞

ふ
小
生
は
伊
太
利
の
代
表
者
冒
菖
氏
と
次
ぎ
の
金
曜
日
か
ら
モ
ラ
で
一
緒
に
な
っ
て
瑞
典
の
年
中
行
事
、
グ
ァ
サ
ぐ
畠
鱈
競
走
を

見
て
オ
ス
ロ
に
行
き
、
更
に
フ
ィ
ン
ゼ
に
行
っ
て
ホ
ル
メ
ン
コ
ル
ン
の
大
倉
ま
で
に
か
へ
る
諜
定
で
す
。



禰
旧
同
二
時
間
十
八
分
五
秒
（
上
石
講
）

豊
原
（
全
日
本
）
二
時
間
十
四
分
四
十
六
秒
（
商
橋
諮
）

優
秀
タ
イ
ム
は
大
抵
二
十
五
粁
は
二
時
間
十
分
よ
り
二
十
分
の
間

を
往
来
し
、
沼
尻
及
び
豊
原
の
諜
選
の
成
紙
以
外
は
記
録
と
し
て
は

皆
恥
か
し
ぐ
な
い
も
の
に
な
っ
て
居
る
Ｊ
之
潅
今
年
の
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
ｏ
ラ
ハ
ー
プ
ィ
ー
に
行
は
れ
た
剛
際
ス
キ
ー
聯
盟
主
催
の
ス
キ
ー
競

技
倉
の
三
十
粁
腫
比
較
し
て
も
、
兎
も
角
記
録
の
み
の
比
較
で
も
そ

う
問
題
に
な
ら
な
い
事
も
な
い
ば
か
り
で
な
く
（
別
頁
参
照
）
三
十

粁
で
＋
等
で
あ
っ
た
右
名
な
る
諸
威
の
へ
ツ
ゲ
の
二
時
間
三
十
七
分

十
四
秒
（
二
十
五
粁
二
時
間
十
一
分
の
割
）
さ
は
祁
欝
よ
い
勝
五
を

や
っ
て
居
る
わ
け
で
あ
る
。
・

此
庭
に
荘
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
は
、
ス
キ
ー
レ
ー
ス
の
タ

デ
イ
ス
タ
ン
ス
レ
ー
ス
に
就
い
て

今
シ
ー
ズ
ン
を
顧
み
て

■

＠

我
幽
に
於
て
は
今
年
最
初
の
試
み
で
あ
っ
た
長
距
離
レ
ー
ス
は
全

日
本
ス
キ
ー
選
手
椎
大
曾
の
二
十
五
粁
レ
ー
ス
以
外
に
、
各
地
で
行

は
れ
た
地
方
露
選
含
に
も
そ
れ
ノ
↑
聡
ん
な
長
距
離
レ
ー
ス
が
行
は

れ
た
。
即
ち
一
月
十
個
沼
尻
の
表
日
本
澱
選
の
三
十
粁
レ
ー
ス
を
始

め
と
し
て
、
十
六
円
に
は
大
鰐
の
東
北
耀
選
．
豊
原
の
樺
太
撫
選
、

札
幌
の
北
海
道
諜
選
及
び
高
田
の
信
越
諜
選
で
二
十
五
粁
レ
ー
ス
が

行
は
れ
た
。

今
そ
の
記
録
を
抄
録
す
る
に

沼
尻
三
十
粁
三
時
間
三
十
四
分
十
秒
（
商
誘
需
）

大
鰐
二
十
五
粁
二
時
間
二
十
一
分
三
秒
（
鬼
柳
霜
）

豊
原
同
二
時
間
四
十
分
十
一
秒
（
吉
岡
譜
）

札
幌
同
二
時
間
十
三
分
四
十
六
秒
（
一
脈
剛
瀦
）

岡
村
源
大

（
続
き
）

郎
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や

む

猫
地
方
懲
選
の
コ
ー
ス
の
記
録
の
大
な
る
和
異
を
見
る
に
つ
け

て
、
コ
ー
ス
の
測
定
法
に
大
い
に
翻
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
殊

に
コ
ー
ス
の
距
離
の
硬
確
さ
が
或
程
度
ま
で
欠
け
て
居
る
事
が
明
か

で
あ
る
。
霞
際
今
年
の
豊
原
の
コ
ー
ス
は
藤
選
営
時
の
二
十
五
粁
コ

ー
．
ス
に
比
し
て
距
離
に
於
て
約
牢
粁
雌
ら
ず
、
時
間
に
於
て
約
四
分

許
り
短
く
な
っ
て
届
た
。
そ
れ
で
藤
選
濫
時
の
コ
ー
ス
を
走
っ
た
な

ら
ば
商
橋
謡
は
二
時
間
十
八
分
位
の
タ
イ
ム
を
要
し
た
で
あ
ら
う
。

叉
大
鰐
の
コ
ー
ス
は
昨
年
の
大
含
の
割
に
し
て
は
少
し
短
く
な
っ
た

と
云
は
る
Ａ
事
も
耳
に
し
て
届
る
。
叉
札
幌
の
コ
ー
ス
は
全
て
が
透

測
に
従
っ
た
の
で
は
な
く
、
地
闘
を
紙
り
に
し
た
部
分
が
少
く
な
い

更
に
微
に
入
り
論
す
る
な
ら
ば
、
精
密
に
測
定
し
た
と
称
せ
ら
れ

て
届
る
コ
ー
ス
で
も
．
そ
の
測
定
し
た
日
の
ト
ラ
ッ
ク
と
競
技
欝
日

っ
て
居
る
ら
し
い
と
の
話
を
聞
い
て
居
る
。
従
っ
て
沼
尻
の
記
録
は

最
も
悪
い
に
は
和
達
な
い
が
、
そ
の
澄
質
に
於
て
は
決
し
て
他
地
方

藻
達
の
成
斌
に
劣
っ
て
居
な
い
事
が
想
像
せ
ら
れ
る
。
そ
し
て
コ
ー

ス
の
状
態
殊
に
三
分
の
一
シ
ス
テ
ム
に
従
っ
て
選
ん
だ
ざ
稲
せ
ら
れ

る
コ
ー
ス
で
も
、
そ
の
選
定
の
上
に
於
け
る
僅
か
な
主
旨
の
相
異
が

記
録
の
上
に
驚
く
べ
き
愛
化
話
乗
さ
し
め
る
も
の
で
あ
る
。

コ
ー
ス
測
定
に
就
い
て

399 2１

釘
ム
に
縮
く
べ
き
加
異
の
あ
る
事
で
あ
る
。
即
ち
樺
太
の
二
十
五
粁

を
一
一
時
間
十
五
分
以
内
で
走
っ
た
商
橋
誘
が
沼
尻
で
は
三
十
粁
三
時

間
三
十
四
分
も
掛
っ
て
、
擦
選
成
絞
中
最
も
逓
い
タ
イ
ム
を
出
し
て

居
る
，
即
ち
コ
ー
ス
の
状
態
に
よ
り
叉
雪
質
に
よ
り
、
甚
だ
レ
ー
ス

の
タ
イ
ム
が
愛
化
し
易
い
も
の
で
あ
る
事
が
之
に
よ
っ
て
察
知
せ
ら

れ
る
の
で
あ
っ
て
耐
前
雛
に
も
踊
軍
に
述
べ
て
お
い
た
腿
で
あ
る
ｕ

此
の
内
雪
質
の
良
不
良
に
よ
る
記
録
の
鍵
化
ば
か
り
で
も
全
体
で

一
割
以
上
も
影
響
す
る
も
の
で
あ
る
。
今
年
北
海
道
擦
選
十
粁
の
優

勝
者
今
井
講
は
五
十
分
十
九
秒
の
レ
コ
ー
ド
を
持
っ
て
居
た
の
で
あ

る
が
、
二
月
の
中
等
畢
校
の
大
倉
に
は
同
じ
十
粁
コ
ー
ス
を
五
十
五

分
二
十
九
秒
を
要
し
て
然
も
優
勝
し
、
叉
三
等
で
あ
っ
た
内
山
需
の

五
十
三
分
四
秒
の
タ
イ
ム
は
二
月
に
は
五
十
八
分
蕊
に
な
っ
て
然
も

同
じ
く
三
等
を
獲
て
居
た
。
札
幌
の
二
月
は
積
雲
も
豊
涜
に
な
り
、

コ
ー
ス
の
状
態
も
良
好
に
な
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
襟
選
営
時
の
五

十
分
の
記
録
は
鴬
然
破
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
筈
の
所
、
中
等
核

大
倉
営
日
の
不
良
な
天
候
雲
変
の
蔦
に
一
割
以
上
の
タ
イ
ム
を
延
長

せ
し
め
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

叉
沸
尻
の
三
十
粁
レ
ー
ス
常
時
は
雪
質
極
め
て
不
良
と
な
り
禰
橋

君
は
甚
だ
苦
闘
せ
ら
れ
た
と
聞
い
て
居
り
、
叉
沼
尻
コ
ー
ス
は
良
好

な
コ
ー
ス
で
は
あ
る
が
、
制
合
に
レ
コ
ー
ド
は
振
は
な
い
性
硬
を
椿



哨

と

ぼ
す
篇
に
距
離
の
正
確
さ
に
封
す
る
多
大
の
注
意
、
勢
力
を
梯
ふ
事

が
無
意
味
に
な
り
易
い
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
距
離
の
誤
差
に
よ
る
タ

イ
ム
の
美
建
が
最
海
三
分
位
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
雪
質
、
天
候

の
良
不
良
に
よ
っ
て
一
制
五
分
、
地
形
の
難
易
に
よ
っ
て
（
た
と
へ

三
分
の
一
シ
ス
テ
ム
に
従
っ
た
コ
ー
ス
で
も
）
二
割
近
く
ま
で
の
差

述
が
出
来
得
る
も
の
で
あ
る
。

猫
此
庭
に
幸
ひ
に
し
て
欧
州
ス
キ
ー
界
の
趨
勢
老
僻
へ
聞
く
に
鴬

り
、
コ
ー
ス
測
定
は
圃
上
を
以
て
行
っ
て
居
る
事
を
知
り
、
或
程
度

ま
で
の
コ
ー
ス
の
不
正
確
さ
は
許
さ
れ
得
べ
き
事
で
あ
る
事
を
確
信

し
得
た
。
之
が
延
い
て
は
職
洲
の
デ
イ
ス
タ
ン
ス
レ
ー
ス
レ
コ
ー
ド

と
我
倒
の
そ
れ
と
比
較
す
る
に
就
い
て
も
、
以
前
よ
り
は
少
し
く
異

っ
た
態
度
を
持
て
る
や
う
に
な
っ
た
。

木
原
氏
が
僻
へ
ら
れ
た
コ
ー
ス
測
定
に
鋤
す
る
回
答
は
、
コ
ー
ス

の
測
定
は
五
十
粁
以
上
で
も
以
下
で
も
地
脇
の
上
で
測
定
し
た
も
の

溌
資
際
に
膳
用
し
て
居
る
。
唯
平
地
コ
ー
ス
は
資
際
に
測
並
を
や
っ

て
居
る
ら
し
い
。
斜
而
の
距
離
測
定
法
は
或
一
定
の
法
式
に
従
っ
て

計
算
し
て
割
合
に
正
確
な
値
を
出
し
て
届
る
と
云
ふ
や
う
な
意
味
で

あ
っ
た
。
之
に
よ
る
と
賦
洲
の
コ
ー
ス
も
そ
の
巌
密
な
正
確
さ
を
論

ず
ろ
な
ら
ば
、
従
・
来
我
々
の
孝
へ
た
程
に
距
離
に
封
し
て
信
川
は
お

け
な
い
事
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
此
の
不
正
確
瀬
事
は
ス
キ
ー
界
一
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の
ト
ラ
ッ
ク
と
の
間
に
は
必
ず
距
離
の
加
美
が
あ
る
に
棚
達
な
く
、

飽
く
ま
で
正
確
を
保
識
す
る
事
は
甚
だ
困
難
で
あ
ら
う
。
吹
雪
に
よ

る
雪
庇
の
形
成
、
小
川
叉
は
簸
の
埋
没
、
或
は
危
険
地
の
廻
避
等
に

よ
っ
て
起
る
距
離
の
鍵
化
ば
必
ず
溌
想
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

．
従
っ
て
デ
イ
ス
タ
ン
ス
レ
ー
ス
殊
に
長
距
離
の
タ
イ
ム
の
湘
異
の

内
数
分
位
は
距
離
そ
の
も
の
上
加
異
か
ら
も
起
り
得
る
事
で
あ
る
。

そ
し
て
此
等
も
前
述
の
名
地
溌
選
タ
イ
ム
の
和
異
の
原
因
ご
な
っ
て

居
る
わ
け
で
あ
る
。

此
の
距
離
の
正
確
不
正
確
は
．
私
も
色
々
の
紬
で
或
雅
度
ま
で
は

許
し
て
よ
い
と
信
じ
て
居
た
の
で
あ
っ
て
、
全
．
ｉ
ス
の
約
一
乃
至

二
パ
ー
セ
ン
ト
位
の
誤
り
は
あ
っ
て
も
よ
い
と
考
へ
て
届
た
。
そ
し

て
費
隙
に
コ
ー
ス
を
測
定
す
る
よ
り
は
猿
ろ
、
地
間
の
上
で
或
一
定

の
法
式
に
従
っ
て
、
割
合
に
正
確
に
近
い
コ
ー
ス
の
距
離
を
出
し
て

お
け
ば
よ
い
筈
で
あ
る
。

そ
れ
は
距
離
の
僅
か
の
長
焼
に
原
因
す
る
タ
イ
ム
の
相
異
は
極
め

て
僅
か
で
あ
っ
て
、
全
体
の
上
で
数
分
の
差
を
作
る
ば
か
り
で
あ
る

に
も
拘
は
ら
ず
、
之
よ
り
も
も
つ
と
タ
イ
ム
に
大
き
な
影
諜
を
及
ぼ

す
虚
の
雲
礎
、
天
候
、
地
形
等
が
十
分
乃
至
甚
し
い
時
は
蝋
十
分
の

タ
イ
ム
の
愛
化
を
乗
さ
し
め
る
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
雪
質
、
地
形
の

机
逢
は
距
離
の
相
蓮
に
比
し
て
極
め
て
大
き
な
影
謬
を
タ
イ
ム
に
及
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あ
る
出
来
得
る
な
ら
間
上
測
定
は
長
距
離
コ
ー
ス
の
疫
測
困
雌
な
る

場
合
に
の
み
行
ふ
方
法
と
し
て
お
き
た
い
も
の
で
あ
る
。
園
上
測
定

の
方
法
も
色
々
あ
ら
う
が
、
之
は
叉
別
に
述
べ
る
機
含
が
あ
ら
う
。

猫
コ
ー
ス
測
定
或
は
選
定
に
富
っ
て
注
意
す
べ
き
事
は
電
光
形
登

行
を
す
る
ト
ラ
ッ
ク
に
就
い
て
で
あ
る
。
即
ち
岡
に
於
て
ａ
よ
り
ｂ

ま
で
の
篭
行
斜
面
を
ａ
ｂ
間
の
距
離
を
測
っ
て
之
を
コ
ー
ス
距
離
の

一
部
と
す
る
か
、
或
は
ａ
吋
摩
飢
唾
ａ
ｂ
・
の
如
く
泌
光
形
に
登
ら
せ
て

そ
の
ト
ラ
ッ
ク
の
通
り
に
距
離
を
測
る
か
で
あ
る
。
そ
し
て
之
は
急

な
登
行
而
で
問
題
に
な
る
事
で
あ
る
が
、
今
年
の
樺
太
の
コ
ー
ス
は

大
体
後
者
の
方
法
老
探
り
、
昨
年
の
大
鰐
の
コ
ー
ス
は
前
者
の
方
法

に
従
っ
て
居
た
や
う
で
あ
る
。

般
に
黙
認
し
て
よ
い
や
ぅ
な
歌
態
に
な
っ
て
居
る
わ
け
で
あ
る
。
そ

し
て
記
録
比
較
等
の
場
合
に
は
距
離
の
僅
か
な
相
異
よ
り
噛
雲
鷺
、

登
降
牢
地
の
三
斜
而
の
選
定
法
に
よ
る
コ
ー
ス
の
欣
態
の
差
違
の
方

が
遥
か
に
重
要
な
意
義
を
右
し
て
居
る
篇
め
に
、
他
の
陸
上
や
水
上

競
技
に
は
緬
封
に
許
さ
れ
な
い
粗
雑
な
距
離
測
定
法
が
許
さ
れ
得
る

平
に
な
っ
て
居
る
ら
し
い
。
叉
長
距
離
の
賞
測
が
甚
だ
多
く
の
勢
力

を
要
す
る
事
も
地
脇
を
基
礎
と
し
て
測
定
す
る
事
の
便
法
を
採
る
や

う
に
せ
し
め
た
大
き
な
原
因
で
あ
ら
う
。

然
し
な
が
ら
如
何
に
ス
キ
ー
レ
ー
ス
の
コ
ー
ス
は
全
く
正
確
で
な

く
と
も
よ
い
と
は
云
ひ
な
が
ら
、
程
度
を
過
ぎ
る
は
大
い
に
戒
む
く

き
事
で
深
く
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
昨
年
の
大
鰐
の
コ
ー
ス

は
早
大
の
人
炎
の
疫
測
に
よ
っ
て
距
離
の
非
常
な
不
足
が
装
兄
せ
ら

れ
た
と
聞
い
て
居
る
。
叉
昨
年
の
札
幌
コ
ー
ス
も
全
て
の
コ
ー
ス
に

就
い
て
大
略
一
割
以
上
の
距
離
の
不
足
が
あ
っ
た
。
馬
め
に
我
馴
選

手
ざ
し
て
は
驚
く
べ
き
好
タ
イ
ム
が
出
て
、
他
地
方
の
選
手
で
非
常

な
脅
威
を
感
ぜ
ら
れ
且
迷
惑
を
菱
ら
れ
た
人
も
少
く
な
い
と
恩
・
《
・

か
奥
る
雀
し
い
誤
り
臆
絶
鋤
に
避
く
可
き
で
あ
っ
て
、
粥
来
闘
上
測

定
法
を
多
く
照
ふ
る
も
の
と
す
る
な
ら
ば
、
よ
く
そ
の
方
法
を
研
究

し
な
る
べ
く
距
離
の
正
確
を
期
す
べ
き
で
あ
る
。
然
し
賓
測
は
確
か

に
畷
値
が
あ
る
方
法
で
、
そ
の
暇
を
持
つ
場
合
は
理
想
的
な
方
法
で

コツi､謬一”

ホドスや
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登
行
の
選
定
法
、
下
降
斜
而
の
配
涯
に
充
分
な
る
研
究
淀
す
る
必
要

が
あ
る
。
そ
し
て
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
レ
ー
ス
の
記
録
を
な
る
べ
く
優
秀

な
も
の
に
し
て
、
ラ
ン
ナ
ー
の
体
力
の
徒
独
語
少
か
ら
し
め
技
術
的

方
向
の
結
果
を
一
膳
良
好
な
ら
し
め
た
い
も
の
で
あ
る
。

ス
キ
ー
の
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
レ
ー
ス
に
好
成
繊
を
収
め
る
馬
に
は
、

ラ
ン
ナ
ー
の
体
力
以
外
に
ス
キ
ー
器
典
の
選
捧
、
技
術
の
洗
練
が
充

分
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
共
に
、
叉
そ
の
レ
ー
ス
コ
ー
ス
に
よ
く

適
し
た
走
法
を
研
究
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
事
は
、
既
に
万
人
の
認

め
て
居
る
所
と
な
っ
て
居
る
。
今
年
も
既
に
全
日
本
選
手
擁
大
曾
の

み
な
ら
ず
各
地
の
懲
選
で
も
溌
隙
に
之
等
の
紬
に
大
い
に
注
意
を
排

つ
た
人
の
勝
利
が
特
に
目
立
っ
て
居
た
。
此
の
事
は
現
在
の
如
き
急

激
な
進
歩
の
迩
程
に
あ
る
我
幽
ス
キ
ー
界
に
於
て
特
に
力
強
く
感
ぜ

ら
れ
ろ
事
で
．
一
年
で
も
早
く
新
し
い
好
い
方
法
或
は
技
術
ス
キ
ー

器
具
を
獲
た
人
が
、
勝
利
に
封
し
最
も
綴
が
近
い
事
に
な
っ
て
居
る

従
っ
て
古
く
か
ら
各
地
の
競
技
曾
で
錬
り
上
げ
ら
れ
、
幾
多
の
苦
い

経
験
を
嘗
め
て
技
術
其
他
の
研
究
に
大
い
な
る
努
力
を
柳
つ
先
人
々

が
大
部
分
立
派
な
成
絞
を
暴
け
て
居
る
。
そ
し
て
体
力
が
勝
利
に
影

響
す
る
割
合
は
、
他
の
ス
キ
ー
以
外
の
競
走
に
比
し
て
ま
だ
ノ
ー
少

体
力
の
優
劣
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此
の
雨
者
を
比
較
す
る
に
色
々
な
論
が
出
て
来
る
の
で
あ
る
が
、

差
し
噛
り
後
滞
は
距
離
の
測
定
は
少
し
困
難
で
あ
る
が
．
距
離
と
タ

イ
ム
と
の
開
係
は
磯
だ
良
く
な
る
わ
け
で
あ
る
。
今
年
の
樺
太
の
地

形
が
制
に
凧
難
で
あ
る
に
も
拘
は
ら
す
タ
イ
ム
が
優
秀
で
あ
っ
た
の

は
、
一
つ
は
此
の
後
者
の
方
法
に
従
っ
た
コ
ー
ス
選
定
測
定
法
、
即

ち
比
較
的
ト
ラ
ッ
ク
を
緩
く
登
ら
せ
る
と
云
ふ
趣
意
が
あ
っ
た
蝿
で

あ
る
。
即
ち
開
脚
登
行
を
余
り
行
は
せ
な
い
や
う
に
な
っ
て
居
り
、

之
が
比
較
的
長
い
ス
キ
ー
淀
有
利
な
ら
し
め
、
登
り
の
ス
ピ
ー
ド
を

商
め
て
従
っ
て
レ
コ
ー
ド
を
良
好
な
ら
し
め
た
わ
け
で
あ
る
。

此
の
電
光
形
の
藤
度
は
豊
原
コ
ー
ス
は
割
合
に
適
宜
に
な
っ
て
居

た
と
恩
ふ
。
そ
し
て
此
の
遮
光
形
の
取
り
方
は
筏
隙
の
撫
験
あ
る
ス

キ
ー
家
が
注
意
し
て
や
っ
て
頂
き
た
い
。
且
つ
登
行
斜
而
の
急
峻
で

あ
る
コ
ー
ス
で
は
，
此
の
方
法
が
レ
コ
ー
ド
を
良
好
な
ら
し
む
る
に

大
い
に
役
立
つ
も
の
で
あ
る
か
ら
、
今
後
の
コ
ー
ス
採
用
に
際
し
て

も
可
及
的
此
の
手
段
を
一
般
に
用
ひ
だ
い
も
の
で
あ
る
。

此
の
後
者
の
方
法
も
欧
洲
で
可
成
採
用
せ
ら
れ
て
居
る
ら
し
く
、

何
虚
で
も
余
り
の
急
坂
を
縦
に
登
る
事
は
避
け
て
居
る
事
が
想
像
せ

ら
れ
る
。
（
豊
原
コ
ー
ス
に
は
後
者
の
方
法
に
準
じ
た
部
分
が
四
ケ

所
の
登
り
に
在
っ
た
）
我
馴
の
如
き
急
な
ス
ロ
ー
プ
の
多
い
所
で
は

コ
ー
ス
の
状
態
を
外
図
の
そ
れ
に
可
及
的
似
さ
せ
る
に
は
、
電
光
形



厚

ろ
と
考
へ
ら
れ
る
。

即
ち
我
図
も
ス
キ
ー
界
の
充
分
な
る
進
歩
護
展
の
後
に
は
り
や
が
体
力
が
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
レ
ー
ス
で
極
め
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て

？

い
と
思
ふ
。

然
し
な
が
ら
何
と
云
ふ
て
も
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
レ
ー
ス
で
は
体
力
の

優
越
が
即
ち
競
技
の
優
者
と
な
る
事
は
季
は
れ
な
い
嘉
賞
で
あ
る
。

之
は
我
等
の
レ
ー
ス
テ
ク
ニ
ッ
ク
が
殆
ど
理
想
に
近
づ
き
、
其
の
他

の
状
態
が
愈
々
垢
抜
け
し
て
行
く
に
つ
れ
て
愈
々
そ
の
色
彩
が
漫
厚

に
な
っ
て
行
く
も
の
で
あ
る
と
思
ふ
。

技
術
を
超
越
し
た
猫
特
の
体
力
に
よ
る
鰹
み
が
次
第
に
頭
を
暴
け

て
来
る
に
加
速
な
い
。
そ
れ
は
今
年
の
閥
際
ス
キ
ー
競
技
叉
は
他
の

有
名
な
競
技
曾
に
於
け
る
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
レ
ー
ス
で
、
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
選
手
が
唾
倒
的
勝
利
を
占
め
つ
き
あ
る
事
に
よ
っ
て
も
裏
書
さ
れ

て
来
た
や
う
で
あ
る
。
古
く
よ
り
ジ
ャ
ム
プ
さ
共
に
デ
ィ
ス
タ
ン
ス

レ
ー
ス
に
も
枇
界
凋
歩
の
地
位
に
あ
っ
て
確
固
と
し
て
選
手
椎
を
保

持
し
て
来
た
ノ
ｉ
ル
ウ
エ
ー
も
，
そ
の
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
レ
ー
ス
に
於

け
あ
覇
業
は
漸
く
壊
れ
か
上
っ
て
来
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
、
即
ち

陸
上
競
技
で
も
驚
く
べ
く
彼
等
の
体
力
を
以
て
惟
界
選
手
の
袴
威
の

的
と
な
り
，
有
名
な
る
コ
ー
レ
マ
ィ
ネ
ン
と
か
、
近
く
は
ヌ
ル
ミ
、

リ
ト
ラ
の
超
人
を
出
し
た
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
が
、
次
第
に
ス
キ
ー
の
長

距
離
に
も
そ
の
偉
大
な
ろ
体
力
の
猛
威
を
揮
ふ
に
至
っ
た
も
の
で
あ

て
殆
ど
小
細
工
を
許
さ
ぬ
体
力
を
主
さ
す
る
競
技
が
行
は
れ
る
に
至

る
事
が
想
像
せ
ら
れ
、
又
早
く
そ
の
時
期
の
到
来
せ
ん
事
を
願
ふ
次

第
で
あ
る
。
そ
の
時
こ
そ
我
が
図
選
手
も
其
の
変
力
の
戦
を
以
て
図

際
選
手
の
間
に
立
っ
て
進
む
事
が
出
来
よ
う
。

要
す
る
に
之
等
の
事
資
は
次
の
や
う
な
顎
に
我
々
が
努
力
す
べ
き

で
あ
る
と
云
ふ
事
を
琴
へ
さ
せ
て
く
れ
る
。
即
ち
来
る
べ
き
勝
来
の

日
本
選
手
の
充
分
な
る
活
躍
を
得
さ
せ
る
偏
に
、
我
々
は
比
較
的
営

而
の
利
を
総
て
上
ま
で
も
、
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
レ
ー
ス
の
根
本
的
研
究

に
力
を
致
し
我
々
の
貧
弱
な
体
力
の
最
善
淀
識
し
て
の
記
録
を
作
っ

て
行
き
、
且
つ
毎
年
貧
し
い
な
が
ら
の
牧
稚
を
盆
々
溌
残
的
に
進
歩

せ
し
む
く
く
努
力
す
べ
き
で
あ
る
。
か
く
し
て
所
謂
日
本
の
世
界
選

手
菱
成
の
基
礎
を
作
っ
て
お
い
た
な
ら
ば
、
一
朝
ス
キ
ｉ
界
の
天
才

が
現
は
れ
た
時
に
は
、
直
ち
に
そ
の
人
の
非
凡
の
体
力
、
技
浦
は
直

ち
に
そ
の
目
的
老
達
せ
し
め
得
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
体
力
優
秀
者
の

確
然
た
る
勝
利
を
得
る
ま
で
の
溌
過
が
な
る
べ
く
輝
く
あ
っ
て
，
日

本
の
ス
キ
ー
界
が
醜
隙
間
に
燦
と
し
た
光
を
放
つ
時
の
一
円
も
早
か

ら
ん
事
を
希
望
す
る
。

長
距
離
レ
ー
ス
の
反
封
に
就
い
て
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て
ア
ー
ノ
ル
ド
ラ
ン
が
本
誌
に
寄
せ
ら
れ
た
長
距
離
し
Ｉ
ス
に
封
す

る
反
封
論
の
論
黙
の
根
携
を
大
い
に
危
く
し
て
居
る
わ
け
で
あ
る
。

全
日
本
選
手
桃
大
曾
の
勝
者
の
名
を
連
ぬ
る
に
懲
り
、
下
降
レ
ー

ス
も
三
分
一
シ
ス
テ
ム
の
レ
ー
ス
も
共
通
に
狸
い
選
手
の
少
く
な
い

事
を
知
り
得
ら
れ
る
今
日
、
我
閣
で
は
長
距
離
競
走
の
意
義
を
論
す

る
に
醤
っ
て
、
ラ
ン
の
最
近
唱
へ
居
る
や
う
な
事
術
は
成
立
し
て
居

な
い
の
で
あ
る
。
綱
此
虚
に
ラ
ン
の
所
説
を
可
成
根
擁
な
き
も
の
と

す
る
諸
紬
を
見
出
し
得
ら
る
上
の
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
我
画
の
嵐
面

目
な
る
ス
キ
ー
レ
ー
サ
ー
は
彼
の
誰
の
全
て
に
賛
意
を
表
す
る
事
は

あ
る
ま
い
と
思
ふ
殊
に
ノ
ー
ル
ウ
エ
ー
の
練
習
規
定
艇
は
デ
イ
ス
盆

ン
ス
の
技
術
の
解
説
に
全
然
鯛
れ
る
事
な
し
に
、
練
習
方
法
の
み
に

つ
い
て
云
々
し
て
あ
る
ざ
の
理
由
で
、
デ
イ
ス
タ
ン
ス
レ
ー
ス
は
ス

キ
ー
技
術
の
競
走
で
は
な
く
、
全
然
肺
さ
心
臓
の
戦
で
あ
る
。
ダ
ウ

ェ
ル
ラ
ゥ
フ
は
バ
ゥ
エ
ル
ラ
ウ
フ
（
百
姓
競
走
）
で
あ
る
と
ま
で
云

ふ
に
至
っ
て
は
誠
に
憧
慨
に
耐
え
ぬ
虚
で
あ
ら
う
と
忠
ふ
。

我
々
は
他
く
ま
で
北
欧
ス
キ
ー
界
の
填
義
を
奪
び
、
た
と
へ
百
姓

競
走
と
云
は
れ
て
も
屈
す
る
事
な
く
、
盆
“
長
距
離
レ
ー
ス
の
枝
術

の
練
習
と
体
力
の
修
練
に
力
を
致
す
べ
き
で
あ
る
と
信
ず
る
。
少
く

と
も
ラ
ン
の
誰
に
全
然
賛
意
を
表
す
る
率
は
絶
謝
に
反
封
し
た
い
。

唯
今
後
の
デ
イ
ス
タ
ン
ス
レ
ー
ス
界
の
趨
勢
の
方
向
に
就
い
て
二
様

９
＝ 4o４

居
る
事
憾
、
三
分
の
一
シ
ス
テ
ム
に
従
っ
て
居
る
コ
ー
ス
に
於
け
る

レ
ー
ス
許
り
で
無
く
、
下
降
斜
而
を
多
く
含
め
て
あ
る
所
謂
下
降
競

走
の
場
合
に
も
明
か
に
認
め
ら
れ
て
あ
る
事
資
で
あ
る
。
下
降
競
走

に
優
秀
な
成
領
を
示
し
た
人
は
大
抵
三
分
の
一
シ
ス
テ
ム
の
コ
ー
ス

で
も
，
美
事
な
技
術
ざ
絶
倫
の
体
力
に
依
っ
て
立
派
な
レ
コ
ー
ド
を

作
っ
て
届
る
。
そ
の
最
も
明
か
な
誌
例
と
し
て
一
昨
年
の
高
田
の
所

謂
下
降
レ
ー
ス
で
躯
か
つ
た
所
の
、
矢
羅
（
四
キ
ロ
勝
者
）
、
高
橋
（
一

キ
ロ
）
永
田
（
四
キ
ロ
）
，
秋
野
（
一
キ
ロ
）
、
吉
田
（
十
キ
ロ
）
の
諸

君
が
今
年
の
樺
太
の
全
日
本
大
曾
或
は
地
方
溌
選
で
極
め
て
優
秀
な

成
績
を
示
し
て
届
る
。
叉
之
等
の
他
の
選
手
で
も
下
降
レ
ー
ス
に
眼

い
選
手
は
合
理
的
練
習
を
積
み
さ
へ
す
れ
ば
三
分
の
一
シ
ス
テ
ム
の

長
距
離
レ
ー
ス
に
も
恐
ら
く
加
常
美
事
な
成
絞
遊
牧
め
る
事
が
出
来

る
と
忠
ふ
。

此
の
事
変
は
他
の
種
々
の
煩
雑
な
問
題
を
考
慮
に
入
れ
な
く
て
も

下
降
レ
ー
ス
に
せ
よ
三
分
一
シ
ス
テ
ム
の
レ
ー
ス
で
も
そ
の
競
走
の

優
肴
と
な
る
に
は
不
断
の
合
理
的
技
術
の
攻
究
ざ
雌
商
の
効
を
奏
す

べ
き
体
力
の
修
練
が
必
要
で
あ
る
事
を
感
ぜ
し
む
る
も
の
で
あ
ら
◎

即
ち
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
レ
ー
ス
の
練
習
の
要
熟
は
、
英
幽
式
の
下
降
レ

ー
ス
で
も
一
般
的
の
ス
タ
ー
ト
と
》
コ
ー
ル
を
同
様
高
に
お
く
レ
ー
ス

で
も
、
何
れ
も
殆
ど
塗
り
の
無
い
事
が
察
知
せ
ら
れ
得
る
。
之
が
僧



の
方
法
を
取
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
の
暗
示
を
受
け
て
お
く
に
止
め

た
い
と
思
ふ
。

猫
此
庭
に
注
意
す
べ
き
事
は
之
等
の
長
距
離
競
走
が
徒
ら
に
、
軍

な
る
澗
衆
の
興
味
を
そ
Ｌ
ろ
逝
具
位
に
老
へ
ら
れ
て
居
る
の
で
は
あ

る
ま
い
か
と
危
慎
の
念
の
抱
か
る
人
事
で
あ
る
。
そ
れ
が
引
い
て
は

恐
ら
く
長
距
離
を
走
っ
た
維
職
の
な
い
、
長
距
離
レ
ー
ス
の
何
物
た

る
か
を
嵐
に
了
解
し
て
居
ら
な
い
ら
し
い
。
ラ
ン
及
び
そ
の
一
液
の

主
張
を
商
め
し
め
て
し
ま
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
か
よ
る
種
類

の
事
柄
が
よ
く
帯
地
の
競
技
曾
ま
で
も
侵
害
を
典
へ
て
、
そ
の
結
果

丁
度
エ
フ
篇
ア
イ
、
エ
ス
の
競
技
含
が
始
ま
っ
て
居
る
妓
中
に
ス

ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
は
ノ
ｉ
ザ
ン
ゲ
ー
ム
（
四
年
に
一
度
の
ウ
イ
ン
タ

ー
ス
ポ
ー
ツ
競
技
倉
）
が
開
催
さ
れ
て
居
た
の
だ
。
併
し
ス
キ
ー
は

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
へ
の
船
中
に
て

瞳７

ｆ
１
１
１在

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

ｌ
～
Ｉ

4o§

不
合
理
な
る
下
降
コ
ー
ス
が
見
物
人
本
位
に
選
定
せ
ら
れ
て
全
く
記

錐
或
は
レ
ー
ス
テ
ク
ニ
ク
話
考
慮
に
入
れ
な
い
や
う
な
事
に
な
っ
た

り
、
或
は
素
人
眼
の
み
を
楽
し
ま
せ
ん
と
す
る
傾
向
が
動
も
す
れ
ば

起
り
勝
ち
で
賞
隙
の
ル
ー
ル
或
は
本
質
的
技
能
浄
主
さ
し
た
策
戦
が

排
斥
せ
ら
る
上
に
至
る
事
が
ま
当
右
り
得
る
の
で
あ
る
。

深
く
ス
キ
ー
界
の
歴
史
的
或
は
国
際
的
開
係
に
頭
を
突
込
ん
で
、

兵
の
意
味
に
合
理
的
な
競
技
が
廃
ん
に
な
る
や
う
に
努
力
し
、
叉
充

分
な
る
研
究
を
基
礎
と
し
て
智
識
の
交
換
を
側
淵
に
し
た
い
も
の
で

あ
る
。

十
二
日
か
ら
あ
る
の
で
券
蘭
か
ら
は
そ
れ
に
選
手
影
送
り
、
そ
の
ま

上
ホ
ル
メ
ン
コ
ル
ン
の
方
へ
も
加
入
す
る
事
に
な
っ
て
居
た
の
で
彼

等
と
起
臥
を
共
に
し
て
見
た
い
ご
其
の
同
行
を
約
し
た
。
七
日
に
競

今
泉 ｉ
Ｉ

、
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按
含
か
終
る
と
そ
の
晩
ラ
ハ
テ
ー
淀
出
装
し
た
。
（
木
原
氏
も
ヘ
ル

シ
ン
キ
イ
迄
同
行
．
氏
は
次
の
便
船
で
燕
ら
る
上
筈
）

オ
ポ
か
ら
船
に
乗
り
込
ん
だ
の
は
九
日
の
夕
方
で
あ
っ
て
、
そ
の

船
は
エ
フ
、
ア
イ
、
エ
ス
開
係
肴
の
み
が
賀
切
だ
と
云
ふ
て
も
よ
い

程
そ
れ
に
肌
係
し
た
者
ば
っ
か
り
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。

結
氷
の
偽
め
に
（
普
通
は
十
六
時
間
）
二
晩
船
中
で
悪
さ
ね
ば
な

ら
ん
事
に
よ
ぎ
な
く
さ
れ
た
け
れ
ど
も
反
て
そ
れ
が
幸
だ
っ
た
か
も

し
れ
ぬ
。

船
が
出
帆
し
て
サ
ロ
ン
で
は
も
う
善
一
音
機
が
鳴
り
出
し
二
組
三
組

と
ダ
ン
ス
が
始
ま
っ
た
。
隅
で
は
ト
ラ
ン
プ
を
し
て
居
る
蒜
も
あ
る

禁
酒
か
ら
解
放
さ
れ
た
喜
び
に
も
う
禰
を
呑
み
だ
し
て
居
る
春
も
あ

る
Ｏ

タ
ム
ス
も
そ
の
グ
ル
ー
プ
に
居
る
で
は
な
い
か
。
ま
さ
か
彼
は
酒

は
呑
ん
で
は
届
る
ま
い
と
思
ふ
け
れ
ど
も
、
彼
の
前
の
コ
ッ
プ
に
は

黄
金
色
し
た
濃
厚
の
液
体
が
み
た
し
て
あ
る
。
彼
は
煙
草
を
喫
す
る

興
誰
く
る
蕊
な
か
つ
た
こ
上
も
九
時
が
鳴
り
出
す
と
ボ
ッ
ノ
ー
各

選
手
は
自
室
に
引
き
あ
け
て
十
時
に
は
も
う
一
人
も
残
っ
て
居
ら
ん

か
つ
た
。
中
老
以
上
の
者
の
み
が
職
梁
の
後
を
追
ふ
と
云
・
〈
恰
好
で

あ
っ
た
。

ク
ム
ス
は
依
然
と
し
て
談
笑
し
て
居
る
彼
の
顔
は
酒
の
偏
め
に
赤

暇

季
軸
却

く
い
ろ
ど
ら
れ
て
居
る
。

肩
に
手
を
遥
い
た
者
が
あ
る
。
見
れ
ば
券
蘭
の
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
バ

ル
モ
ロ
ス
で
あ
っ
た
。
彼
は
目
を
タ
ム
ス
に
み
は
り
つ
上
「
完
全
に

長
距
離
界
を
征
服
し
て
芥
前
は
数
年
な
ら
ず
し
て
惟
界
の
ジ
ャ
ム
プ

界
を
も
征
服
し
て
み
せ
る
」
と
豪
語
し
た
。
十
時
半
バ
ル
モ
ロ
ス
に

促
が
さ
れ
て
疲
塞
へ
し
り
ぞ
い
た
。
タ
ム
ス
は
依
然
と
し
て
ま
だ
サ

ロ
ン
の
一
隅
を
陣
取
っ
て
居
る
で
あ
ら
う
。

現
在
他
の
追
従
を
許
さ
壁
る
タ
ム
ス
を
の
ぞ
い
て
は
券
砺
の
選
手

と
同
一
の
レ
ベ
ル
に
於
て
ノ
ル
ウ
ェ
ー
選
手
は
零
ふ
て
居
る
の
で
あ

る
。
新
進
園
ご
胃
易
冒
冒
〕
房
の
旨
と
雌
彼
は
ま
だ
未
幼
の
者
で
あ

る
。
芥
蘭
に
は
ヌ
カ
ネ
あ
り
、
ノ
ー
テ
ョ
は
そ
の
技
盆
々
側
熟
し
て

来
て
届
る
。
而
も
タ
ム
ス
は
年
既
に
廿
六
才
を
迎
へ
た
。
彼
の
取
る

べ
き
途
は
今
後
締
生
に
依
て
一
日
も
長
く
彼
の
生
命
を
保
ち
彼
の
後

総
者
を
待
つ
に
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ら
う
か
。
彼
は
現
在
あ
ま
り
に

美
名
に
辞
ひ
す
ぎ
て
居
り
は
し
な
い
だ
ら
う
か
。
而
し
て
彼
は
あ
ま

り
に
叉
美
男
子
で
あ
る
。
そ
れ
が
何
れ
に
あ
る
と
し
て
も
一
度
彼
が

ジ
ャ
ム
プ
す
る
畔
は
観
衆
は
こ
ぞ
っ
て
拍
手
を
措
し
ま
ざ
る
右
様
で

あ
る
。
此
の
猛
者
が
何
時
迄
続
く
で
あ
ら
う
か
。
ベ
ッ
ト
に
入
っ
た

バ
ル
モ
ロ
ス
の
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
ジ
ャ
ム
ブ
界
を
論
じ
世
界
の
ジ
ャ
ム

プ
界
を
説
き
今
後
の
券
爾
の
取
る
べ
き
計
迩
等
そ
の
論
く
る
と
こ
ろ
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ロ
ロ
■
回
ロ
■
ｕ
回
■
旨
■
画
ロ
ロ
回
ロ

彼
等
の
夢
は
王
様
カ
ッ
プ
浪
ら
う
か
。
そ
れ
と
も
フ
ラ
ン
ス
カ
ッ

プ
の
夢
だ
ら
う
か
。
（
二
月
二
十
日
）

６

胸

己
に
ア
サ
ヒ
ス
ポ
ー
ッ
三
月
一
日
誰
其
他
に
公
表
せ
ら
れ
た
る
が

如
く
、
本
大
含
は
束
朝
祇
主
催
北
大
ス
キ
ー
部
後
援
の
下
に
左
の
如

き
順
序
に
て
暴
行
さ
れ
、
目
出
度
く
終
了
せ
り
。

場
所
北
大
ス
キ
ー
部
ジ
ル
バ
ァ
シ
ャ
ン
ッ
ェ
を
中
心

時
日
大
正
十
五
年
二
月
十
四
日

参
加
核
札
揮
十
一
校
参
加
人
員
六
十
六
名

競
技
種
目
十
粁
デ
イ
ス
タ
ン
ス
レ
ー
ス
、
ジ
ャ
ム
プ
競
技

競
技
規
定
本
大
曾
競
枝
規
定
に
よ
る
。

天
候
、
午
前
良
好
、
午
後
塞
冷
束
南
風
弧
し
。

十
キ
ロ
レ
ー
ス

第
一
位
今
井
誠
一
君
〈
橡
商
）

第
二
同
全
画
中
等
事
校
ス

キ
ー
選
手
権
大
曾
成
績

な
か
っ
た
が
、
何
時
し
か
夢
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
。
翌
朝
無
理
に
タ

タ
キ
起
さ
れ
た
。
時
計
は
八
時
で
あ
る
。

選
手
は
も
う
服
を
著
換
て
居
た
。
彼
等
の
日
課
で
あ
る
朝
の
運
動

が
始
ま
っ
た
。
彼
等
は
（
券
蘭
．
ノ
ル
ウ
ェ
ー
（
タ
ム
ス
外
二
、
三

を
除
き
）
皆
オ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
冴
始
め
た
。
そ
れ
か
ら
甲
板
を
走

り
出
し
た
。
十
分
、
二
十
分
、
三
十
分
等
し
く
休
ま
す
に
走
り
そ
の

後
は
自
室
に
ひ
き
あ
げ
て
（
芥
蘭
）
五
分
位
交
互
に
腰
部
と
脚
部

を
マ
ッ
サ
ー
ジ
し
あ
っ
て
初
め
て
朝
の
カ
ッ
フ
エ
ー
を
取
る
事
と
な

っ
た
。
今
晩
は
と
て
も
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
へ
は
到
着
し
ま
い
と
の
事

だ
。
選
手
連
中
は
忠
ひ
ノ
ー
に
サ
ロ
ン
で
遊
び
出
し
た
。
甲
板
で
遊

ん
で
居
る
者
も
あ
る
Ｑ
一
時
竿
に
朝
め
し
（
日
本
の
謀
め
し
）
三
時

頃
に
な
っ
た
ら
芥
簡
の
選
手
は
一
人
も
遊
ん
で
居
ら
ん
の
で
、
ど
う

し
た
事
か
と
思
ふ
た
ら
、
彼
等
は
自
室
で
申
し
合
せ
た
様
ふ
に
謹
痕

を
始
め
て
居
る
の
だ
。
五
時
に
な
っ
て
漸
く
起
き
出
し
て
来
た
。
七

時
に
蕊
め
し
を
食
ふ
事
に
な
っ
た
。
明
朝
は
早
い
と
云
ふ
の
で
選
手

連
中
と
一
緒
に
九
時
に
ひ
き
あ
け
た
が
彼
等
は
催
ろ
前
に
十
分
位
を

朝
一
、
一
同
様
互
に
マ
ッ
サ
ー
ジ
し
あ
っ
た
。
十
時
に
は
も
う
潅
思
を
立

て
Ｌ
届
る
。

■
回
画
■
■
■
■
回
■
■
目
■
画
風
閲
■

成
績

棄
報
抄
録

五
五
分
二
九
秒
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惟
界
の
Ⅲ
岳
史
上
に
美
し
い
記
録
を
残
し
て
我
等
日
本
民
族
の
偏

に
一
つ
の
誇
り
を
持
た
せ
て
下
さ
っ
た
、
板
さ
ん
一
行
の
カ
ナ
デ
イ

ァ
ン
ロ
ッ
キ
ー
行
の
登
山
講
演
曾
も
己
に
蹄
朝
後
各
地
に
於
て
催
さ

れ
ま
し
た
。
北
海
道
で
も
一
行
の
重
僅
三
田
幸
夫
譜
と
岡
部
長
量
諮

が
去
る
二
月
末
・
来
誼
さ
れ
次
の
如
き
日
程
で
各
地
に
て
講
演
さ
れ
ま

し
た
。三
月
二
日
於
函
館
市
蜜
小
畢
校

三
月
四
日
、
五
日
於
札
幌
時
計
聖

三
月
六
日
篇
興
展
魔
曾
札
幌
時
計
蜜

三
月
七
日
於
小
樽
市
小
畢
核

三
月
十
一
日
於
鹿
ノ
谷
倶
楽
部

斯
く
て
小
樽
商
業
は
雨
競
技
得
黙
合
計
三
六
錨
を
得
て
優
勝
し
本

年
度
全
図
中
等
蕊
校
ス
キ
ー
．
選
手
椎
を
礎
た
り
。

優
勝
成
紙

鐸
．
、
ミ
エ

第
二
位
中
山
俊
豪
君
（
同
上
）
五
七
分
三
六
秒

第
三
位
内
山
良
夫
譜
（
樽
水
）
五
六
分
○
八
秒

第
四
位
木
村
義
男
譜
（
北
中
）
五
八
分
一
九
秒

第
五
位
本
間
四
郎
譜
ハ
揮
商
）
六
○
分
一
三
秒

第
六
位
栗
谷
川
平
五
郎
譜
（
札
一
中
）
六
○
分
五
六
秒

各
校
得
鮎
樽
商
十
九
鮎
、
樽
水
五
黙
、
北
中
三
黙
、
札
一
中
一
難

ジ
ャ
ム
プ
成
蔽

第
一
位
長
尾
雄
治
講
（
樽
商
）
一
七
鋤
五
一

第
二
位
・
菊
地
昇
君
（
北
商
）
一
六
靴
二
○

第
三
位
側
容
勇
治
謡
（
樋
商
）
一
四
鮎
一
九

第
四
位
安
達
吉
次
謡
（
櫛
中
）
一
二
黙
一
八

第
五
位
友
重
伊
勢
吉
若
（
樋
商
）
二
瓢
六
四

第
六
位
高
松
満
洲
雄
君
（
札
戯
）
二
鮎
六
三

最
長
不
倒
距
離
一
九
米
七
○
，
安
達
吉
次
謡
作
る

各
稜
得
熱
樽
商
十
七
識
、
北
商
七
鮎
、
揮
中
三
鮎
、
札
蹴
一
黙

０

－
、
松
ク
岳
（
日
本
ア
ル
プ
ス
）
一
一
一
月
廿
四
日
東
京
護
、
向
ふ
十
日
３

北
大
ス
キ
Ｉ
部
春
季
休
暇

山
岳
行

カ
ナ
デ
イ
ア
ン
ロ
ッ
キ
ー

登
山
講
演
金
画

408



値

キ
ャ
ム
ピ
ン
グ
の
仕
方
と
其
場
所
戯
道
稽
装
行

筆
者
は
先
に
「
ス
キ
ー
と
ス
ケ
ー
ト
」
及
び
「
ス
キ
ー
を
穿
く
入

の
馬
に
」
を
編
纂
さ
れ
て
定
評
あ
る
茂
木
錘
雄
氏
で
あ
る
。
こ
の
深

く
且
懇
切
な
研
究
に
得
る
所
非
常
に
多
い
で
あ
ら
う
。

（
東
京
市
麹
町
侭
永
染
町
東
京
騨
内
日
本
旅
行
文
化
協
曾
溌
賓
）

間
の
麓
定
。

メ
ム
バ
ー
、
伊
藤
、
和
辻
・
漂
本
、
小
森
、
井
田
、
須
藤

一
、
夕
張
岳
三
月
什
日
よ
り
呈
ふ
四
日
間
の
識
定
。

一
、

メ
ム
バ
ー
、
宮
津
、
西
川
、
野
中
、
原

北
見
峠
夕
張
岳
よ
り
の
綜
途
。

寄
贈
園
書

、
‐
Ｌ
も

府

4o９ 3１

、



◇
市
街
地
、
近
郊
の
雲
は
目
に
見
え
て
融
け
て
行
っ
て
、
雲
を
求

め
ん
に
は
山
の
懐
へ
入
ら
な
け
れ
ば
と
云
ふ
春
の
季
節
に
な
っ
て
来

ま
し
た
。
年
さ
共
に
よ
ろ
こ
ば
し
い
隆
雄
の
途
を
辿
り
つ
上
あ
る
ス

キ
ー
競
技
も
、
そ
の
跡
に
多
く
の
問
題
、
嬬
示
を
残
し
て
今
シ
ー
ズ

ン
の
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
亦
暫
ら
く
の
間
、
バ
ー
ン
の

雲
に
親
し
む
事
を
得
な
い
と
し
て
も
、
遂
に
は
惟
界
的
に
活
躍
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
日
本
ス
キ
ー
界
の
た
め
に
、
絶
え
ざ
る
研
究
努
力

と
燃
え
る
闘
志
を
培
ふ
必
要
あ
る
は
論
を
ま
ち
ま
せ
ん
。
皆
様
の
填

而
目
な
る
研
究
護
表
を
待
望
致
し
ま
す
。

◇
亦
、
残
雪
の
匂
ひ
と
、
太
陽
の
輝
き
ざ
．
新
し
い
芽
の
出
る
黒
土
を
人

に
感
じ
さ
せ
る
春
の
山
迩
の
紀
行
を
。
叢
林
の
箸
く
る
し
い
、
草
い

き
れ
と
そ
の
行
手
に
は
常
に
輝
や
か
し
い
望
み
に
若
き
心
を
ひ
た
す

ら
な
ら
し
め
る
微
々
が
鎌
へ
て
る
、
そ
れ
ら
山
々
の
紀
行
を
。
嵐
の

山
の
、
晴
天
の
山
の
，
岩
あ
る
川
の
耐
そ
ん
な
紀
行
研
究
を
も
惜
し

ま
ず
寄
せ
ら
れ
る
事
を
。
（
相
川
生
）

◇
三
月
、
四
月
と
云
ふ
畢
校
の
決
算
期
を
ひ
か
へ
、
そ
れ
が
忙
た

だ
し
い
中
に
過
ぎ
て
行
け
ば
、
春
の
山
、
春
の
合
宿
、
皐
核
の
見
畢

旅
行
等
々
で
不
本
意
乍
ら
雑
誌
謹
行
の
期
日
が
遅
れ
勝
ち
で
し
た
。

大
方
の
御
海
容
を
願
ひ
ま
す
。

編
輯
後

記

渦
可
１
、
凸

ノ

◇
今
四
月
銃
に
は
特
に
、
北
欧
の
刷
際
ス
キ
ー
大
曾
及
び
配
工
ｓ

の
コ
ン
グ
レ
ッ
ス
に
棚
し
て
木
原
さ
ん
、
今
泉
さ
ん
か
ら
非
常
に
参

考
言
な
る
玉
稿
を
頂
き
ま
し
た
。

此
虚
に
公
表
さ
せ
て
戴
く
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。

◇
コ
ン
グ
レ
ッ
ス
は
大
分
問
題
が
あ
っ
た
標
で
す
が
、
其
の
万
事

の
丘
相
が
筒
不
明
で
あ
り
ま
す
。
私
共
は
先
づ
玉
読
を
精
読
し
て
叉

齢
朝
さ
れ
て
か
ら
悠
つ
く
り
腫
相
を
お
聞
き
し
て
、
我
が
国
の
ス
キ

ー
界
の
偏
に
奉
仕
し
た
い
と
思
ひ
ま
す
。
否
私
共
の
み
の
考
ふ
く
言

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
勿
論
多
く
の
方
倉
か
ら
も
熟
考
し
て
頂
き

た
い
と
思
ひ
ま
す
。
（
庚
田
生
）

４ｍ３２

Ｐ
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依
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札
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有
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大
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バ
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珂
１

一
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一
画
一
国
軍
恥
一
一
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一
一
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一
Ｐ
宮
守
口
■
■
■
盲
■
●
■
■

ｌ
ｈ
Ｉ
ト
ー
ト
ト
Ｌ
国
Ｄ
ｋ
■
ｐ
ｑ
ヴ
ロ
Ｄ
ワ
マ
０
ｏ
串
・
Ｂ
Ｄ
Ｉ
グ
○
口
。
否
、
ｂ
１
１
ｄ
ｑ
日
冒
白
々
‐
４
、
ｊ
５
－
Ｂ
》
Ｑ
ｒ
Ｄ
ｕ
■
Ｉ
ｇ
ｂ
０
Ｅ
け

零

;！

画一＝一一

ｒ＝

◇
山
と
ス
キ
ー
の
倉
は
北
海
道
帝
幽
大
畢
文
武
曾
ス
キ
ー
部
の
有
志

が
、
此
の
雑
誌
を
霞
行
す
る
篇
に
作
っ
て
ゐ
る
倉
で
す
。

◇
ス
キ
ー
を
研
究
せ
ら
れ
る
人
、
登
山
に
趣
味
を
持
た
れ
る
方
が
一

人
で
も
多
く
お
読
み
下
さ
る
こ
と
を
お
願
ひ
い
た
し
ま
す
。

◇
山
岳
及
び
ス
キ
ー
に
閲
し
て
何
な
り
と
も
御
寄
稿
下
さ
れ
ん
こ
と

を
お
願
し
ま
す
叉
印
諦
の
御
悪
鐘
を
切
望
致
し
ま
す
。
原
稿
紙
は

御
申
趣
次
第
お
送
り
致
し
ま
す
。

⑫
原
稿
は
、
、
。
を
一
字
と
し
、
行
を
更
め
る
と
き
は
一
字
下
げ
る

こ
と
。

の
記
事
中
の
歎
堂
は
全
て
、
・
０
．
Ｇ
．
Ｓ
・
系
に
よ
ら
れ
ん
事
を
望

み
ま
す
。

や
雑
誌
代
金
に
就
て
一
膳
下
記
の
諸
項
を
御
承
知
下
さ
い
。

今
本
曾
よ
り
溌
す
る
電
信
略
誠
を
「
ャ
ご
と
し
て
居
り
ま
す
。

大
正
十
五
年
三
月
廿
八
日
印
刷

大
正
十
五
年
四
月
一
日
裟
行

（
毎
月
一
同
一
日
衰
行
）

編
職
者
相
川
正
義

罰
嗣
識
廃
田
戸
七
郎

私
幌
市
北
一
像
西
二
丁
目

印
刷
所
札
幌
印
刷
様
式
．
含
献

札
幌
市
北
六
像
西
六
丁
目

蕊
行
所
蝿
ご
ス
キ
〃
Ｉ
の
金
亘

掃
替
口
座
爪
穂
八
四
九
五
番

ｈ

定
償
金
参
拾
錘

器
前
金
御
申
込
か
、
現
金
で
な
け
れ
ば
お
渡
し
い
れ

し
全
せ
ん
ｏ

繋
御
塗
金
は
な
る
べ
く
振
替
に
て
お
願
致
し
生
す
。

堂
ハ
冊
分
前
金
挑
込
の
方
に
は
鍾
料
か
頂
き
ま
せ
ん

器
前
金
の
切
れ
推
時
に
は
鹸
後
の
分
の
包
装
に
そ
の

旨
記
し
ま
す
。
次
の
御
送
金
あ
る
全
て
配
本
を
見

合
せ
ま
す
。

》
秀
本
誌
は
替
利
的
の
知
行
物
で
ば
あ
り
ま
せ
ん
。
紹

介
、
縁
故
の
有
無
に
か
Ｌ
は
ら
ず
雑
誌
の
代
慣
は

頂
き
ま
す
。
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